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     ◎開議の宣告                      （午後１時００分） 

○議長（齋藤邦夫君） こんにちは。 

  当局より、会計管理者の欠席届がございました。 

定足数に達しましたので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎一般質問 

○議長（齋藤邦夫君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問は、一問一答方式により行います。 

  議員各位並びに当局は、簡潔な質問・答弁に留意され、実質的な審議を尽くされますよう

にお願いをいたします。 

  質問項目が複数ある場合には最初に一括して質問し、２回目からは項目ごとに質問するか、

または一括して質問するかは、質問者の裁量で質問していただくことにします。 

  なお、質問時間は答弁を含めて６０分以内とします。 

  質問は一般質問者席についてから開始し、終了時間は議長がお知らせをいたします。 

  よろしくお願いいたします。 

順番に発言を許可いたします。 

  ７番、酒井右一君の一般質問を許可いたします。 

  ７番、酒井右一君。 

          〔７番 酒井右一君 登壇〕 

◯７番（酒井右一君） ７番、一般質問通告に基づいて、一般質問を申し上げます。  

  一つ。国保朝日診療所の内視鏡検査の再開についてお伺いいたします。同診療所は、現在、

内視鏡による検査あるいは診察・診断をしていないわけでありますが、この理由は何であり

ましょうか。また、いつまでに再開できるか、再開の期限をお伺いいたします。これは全町

民が注目するところでありますので、よろしくお願いします。 

  ２点として、平成２３年７月新潟・福島豪雨災害について。本年７月、報道によると町民

１７６名の方々及び町内の５事業者の方が、民法を根拠とする催告書を町長に提出されたと

報道されましたが、これは事実でありますか。また、事実であるとすれば、受け取った催告
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書のコピー、複写でありますが、配付の上、催告の効力とその趣旨あるいはその目的を説明

していただきたい。 

  お願いします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

          〔町長 目黒吉久君 登壇〕 

◯町長（目黒吉久君） 一般質問、酒井議員にお答えいたします。 

  国保朝日診療所の内視鏡検査再開についてでありますが、ご質問の件につきましては、平

成２５年度よりスタッフの不足によりまして、内視鏡検査を休止しており、町民の皆さんに

は大変ご不便をおかけしているところです。再開につきましては体制確保を図るとともに機

器の更新等準備の必要があることから、機器に係る整備を行い、現場においても町民の皆さ

んに安心・安全な医療の提供をするために、スタッフについても内視鏡検査を行うにあたっ

ての手順等の再研修を行ったうえで、来年度からの実施に向けて整備を進めていきたいと考

えております。 

  次に、平成２３年７月新潟・福島豪雨災害についてでありますが、催告書についてのお尋

ねであります。平成２６年７月２２日付で作成された催告書を同年７月２３日に収受してお

ります。次に、催告書の情報開示についてでありますが、今回の取り扱いは只見町情報公開

条例の規定に基づく情報開示ではございませんが、当該条例に基づいた判断を行うことが適

切であるとの考えに至り、条例に照らして検討した結果、公開は差し控えるものと判断いた

しましたので何卒ご理解をいただきますよう、よろしくお願いいたします。また、催告につ

きましては、民法第１５３条に基づく行為であり、６ヶ月以内で時効中断の効力を発生させ

るための予備的な措置であります。したがいまして、提出者において６ヶ月以内に何らかの

行為が行われるものと推察され、その時点において趣旨、目的等について明らかにされるも

のと思われます。現時点においては主張の全容が把握できる状況に至っておりませんので、

誤解や混乱を避けるためにも説明は差し控えざるを得ませんのでご理解をお願いいたします。

いずれにしましても、慎重かつ適切に対処すべき案件と理解しておりますので、弁護士等、

専門家の判断を仰ぎながら対処してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） 再質問をいたします。 
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  質問通告と順序逆になりますが、平成２３年７月新潟・福島豪雨についてのほうを先にさ

せていただきます。まあ、非常にその、不思議だなと思うのは、催告書、答弁書には民法１

５３条とこう書いてあるわけですが、民法１５３条の前後にもいろいろありまして、１５３

条とここで表記しているからには１５３条の内容を特定しておられると。にもかかわらず、

７月２３日に受け取った催告について、その事実さえ議会に話されなかった。今日、一般質

問で私が初めてこの存在について公の場で明らかにし、当局はこれについて１５３条と特定

した条文をもって回答されたわけであります。すぐ議会に説明しないのは何故ですか。あっ

た・なかったということは非常に大切なことであります。これあの、１５３条というのは、

ご承知、勿論ご承知でしょうが、必ず結果がついてくるものでありまして、この結果という

ものは、多くの判例を見せていただきますと、必ず裁判が付いてまわっております。であり

ますので、議会、町長、これは執行機関、議決機関、二つ揃って地方自治体のわけでありま

す。当然、この後、予算も付いてまわります。何故この事実をすぐ議会に報告されなかった

かお伺いいたします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総務課長。 

◯総務企画課長（馬場一義君） 今ほどのご質問に関しましてでありますけども、今ほど町長

からの回答もありましたように、催告書につきましては、それそのものをもって時効の中断

の効力が発生するものでなく、その前段の予備的な措置としての催告書の送付ということが

１点ございました。 

  それから、答弁の中にもございましたけれども、先般のその催告の内容につきまして、主

張なり、その目的なり、内容等が、全体像が把握できる状況に至っておりませんでしたので、

その段階での誤解を避けるために、情報の公開と申しますか、報告を差し控えさせていただ

いたと、そのような経過でございます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） 議会に報告すべきではありませんでしたかという意味ですが、報告を

しなければならないほどの重要なことであります。民法１５３条、私、法律家ではありませ

んが、参考書を見てみますと、６ヶ月以内に次の行為をすることで初めて時効が中断される

ということでありますので、確実に次の行為、勿論、お読みになっていると思いますが、６

ヶ月以内に次の行為が確実にされます。それは予測できることであります。したがって、予

測できることについて、議会をそれほど警戒されるのか。何故、議会とともに相談をしなが
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ら事に対処されようとしないのか。その辺を私は町長を不信をもってみておるわけでありま

すが、もう一度重ねてお伺いしますが、私が申し上げましたとおり、民法１５３条というの

は、その後６ヶ月以内に次の行為がなされると、そのことを逐一申し上げませんが、それは

前提でありますから、このことについて、何故素直に、７月から今日まで、議会もありまし

たし、全員協議会もありましたが、この配達証明郵便物だったそうですが、何故、内容を議

会に、こういう事実があったと、事実だけでも教えていただけなかったのか、非常に残念で

ありますので、この点についてもう一度お伺いいたします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総務課長。 

◯総務企画課長（馬場一義君） その時点でのということでありまして、今ほどお話の中にも

ございましたように、６ヶ月以内に何らかの行為をするための前提としての催告書の送付と

いうことでありまして、確実にその訴訟なり何なりがあるかにつきましては、これは相手方

の行為でありますので、１００パーセント確実とは、受け止める側としては断定はできない

と、そういうふうに考えて、可能性があるものと、そういうふうに思っておりますので、１

００パーセント断定ができなかったと、そういう状況でございます。  

それから、その時点でというお話でしたが、これも繰り返しになってしまうんですけども、

内容的にもその個人情報等含まれておりまして、そういった中で慎重に取り扱いをさせてい

ただくということが適切であろうと、そのような判断に至っておりました。  

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） ご承知のように、議会と執行機関というのは、付かず離れずとは言い

ながら、一つの自治体で起こったことは、やはり、より良い結果を求めるために、絶えず親

密に相談をしながら、しかし、表決にあたっては正義を求めて行われるものが議会でありま

すし、それに対して答えてくれるのが執行機関と私は思っております。これについて、損害

賠償請求なり、何なりの、次の手がないかもしれないというのは、これはあの、誤った考え

方ではないかと思います。民法１５３条をもって臨むということは、当然、強い気持ちが相

手方にあるし、途中で止めるなどということは考えられない話でありますので、やはりこれ

は、すぐにでも議会と相談をしながら、どうしましょうかという話を率直に意見交換をさせ

ていただきたかったなというふうに思っております。今、私がこうして問い合わせをしなけ

れば、当局自ら、このことについて、訴訟が出た段階でしか説明がなされなかったんだと思

います。そういうことからして、今後、この問題について議会に相談されない以上、議会も
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相談されないものを親身になってというわけにもいきませんので、ここは相談されなかった

議会として、また別の判断をしながら議会を運営させていただきたいなと思うわけでありま

す。ただ、相談をされなかった。しかし、催告書の提出はあったと。そして、催告書のとお

り損害賠償請求なり何なり、その後の措置がなされるわけではないという解釈をお持ちであ

るということであったということは今わかりましたので。  

それでは質問を変えますが、先の平成２３年７月２９災害については、議会の災害調査特

別委員会でしっかり調査をしております。この質問をするにあたり、７月からこれまでだい

ぶ時間がありましたので、もう一度、当時の結果を見てきましたが、大筋で議会の調査に間

違いないなというふうに再確認をしたところであります。しかし、町長は、あの当時、災害

起こった直後でありますが、流域連携協議会か何かで発言をしておりまして、この災害は自

然災害である、人災ではないとして、今でもそう思っておられるものと思います。しかし、

災害調査特別委員会が全会一致で議決された際、町長はこの議決に対して不満を示されまし

た。最後に、町長から一言というふうに議会議長が申し上げた際に、通常、まあ、ご苦労様

でしたというあいさつが聞ける、その際に、この議決については不満を示されております。

その際に、自らの正当性を主張されました。これについては非常に残念だと思いますが、当

時の町長の考え方には被災者に寄り添う、そういった、なんていいましょうか、温かいもの

を感じることができなかったということであります。この件について、答弁者が次の一手を

見て、それから解釈しようという話でありますから、それはわかりました。 

  最後にお伺いしますが、この催告、一般的には次の手がある。当然、６ヶ月以内にされる

ことが間違いなくあるんだと思いますが、これはあれですか、そういった段階で町長は、町

民１７６名、被災した企業、業者、事業所５社、これに対して、見てみますと、これあの、

簡易裁判所のレベルではなくて地方裁判所のようですが、この場において、町民を相手取っ

て争うおつもりがあるかどうかお伺いいたします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） 何故まず、最初にその、何故、その催告書があったことを報告しなか

ったかということでございますが、まさしく今、（マイクなし 聴き取り不能） 

◯議長（齋藤邦夫君） マイクを入れてください。 

◯町長（目黒吉久君） 何故、催告書が出た時に報告しなかったのかというご意見でございま

すが、その時点で催告書あったこと、相談ということにつきましては、その時点でなかなか、
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その催告書の提出者のその後の意図や、その段階でのものが明確でないために、相談という

時点までは至っていないから、至るものではなかったから、そういった意味での議会に対す

る相談、報告等々はすることでは、するまでのことではないという判断をして、今後の動き

を見ながら、そのうち対処していきたいという考えであったということであります。  

  それから、その当時の災害時における特別委員会の報告に対して、町長の言動といいます

か、言葉に対して、被災者に対して、寄り添っていないという、また今、言葉いただきまし

たが、あの当時、それぞれ、私の立場として皆様方に申し上げた心境は、その時点において、

その報告書のご指摘にあった職員というものに対する、その時点における対応は、職員は不

眠不休で一生懸命、その時点における最大限の努力をしたんだということはわかっていただ

きたいということで申し上げた点であります。そこのところはご理解いただきたいなという

ふうに思います。で、今後、催告書の提出者が、また改めてどういう形の意見を出されてく

るかにつきましては、その時点で争う・争わないということも含めながら、弁護士、それは

専門家と相談して、その時点で対処していきたいと。その意図がわからなければまだ、今の

段階でどうしますかということにつきましては申し上げるわけにはできません。 

  以上です。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総務課長。 

◯総務企画課長（馬場一義君） 先ほどの私の説明が、なかなかうまい説明ができなかったと

いうことで、若干、誤解をされた部分があるのかなと思いまして、補足の説明をさせていた

だきたいと思います。催告が行われて、その後６ヶ月以内に手続きがなされないものと考え

ていると。当局は。というようなことでご説明されましたけども、決してそのようには捉え

ておりません。個別具体案件について、ある・ないというよりは、その前段のお話の中で、

民法１５３条に基づいて催告があるということは、必ずその何らかの行為があるというお話

がありましたので、それは１００パーセントではないといった意味での、法の解釈としての

回答でございますので、それについては相手方の行われることでありますので、必ずあるか

どうかは私どもではわからないと、そういう内容でございます。  

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） わかりました。まあ催告書については、双方、戦場で相見えましょう

というふうに受け取ります。 

  それから、当時の職員の対応であるとか、これはあの、私も元職員だった者として非常に
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辛いものがありますが、災害対策基本法、水防法等々、議会が検証した内容について、いま

だにその内容が間違っているとは思えません。したがって、あの災害の時の対応について、

あれこれ、今この段階で言うつもりはありませんが、非常に、次なる手を相手方が打ってか

ら話をしましょうという、そういった姿勢についてはよくわかりました。  

  以上によって、この水害についての質問を終わらせていただきます。  

  引き続いてあの、国保朝日診療所の内視鏡の再開についてですが、これは再開を切にお願

いするという立場でご質問を申し上げますが、朝日診療所はいわゆる一次医療施設として、

地域医療、へき地医療、その重要拠点でありまして、内視鏡検査ができる・できないは命の

保証に欠かせないものであって、これが内視鏡検査中止以降、もう一年半も経ってしまった

と。もう現時点でもう既に待てないんであります。私は今ここに立ってその再開をお願いす

る質問をしていますが、これは内視鏡検査を必要としている地域住民の全ての願いでありま

す。特に高齢化が進む我が町にとって、診療所で内視鏡検査ができないということは、診療

所の存在価値に関わるといってもよいものであります。私はあの、状況が整ったらできるか

という、できるというような回答ではなくて、現時点、一年半も経った現時点で、再開の期

限を問うているものであります。目下の課題は承知しています。そのうえで再開の期限を何

月何日という話ができなければ、何月までとか、年内、そういった意味での回答をほしいわ

けでありますが、これについてもう一度ご答弁を願いたいと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 保健福祉課長。 

◯保健福祉課長（横山祐介君） ただ今の件につきましては、先ほどまあ、町長のほうからの

回答にもありましたように、スタッフのその整備、それから機器の更新等ございますので、

来年当初ということで４月からは実施に向け、その整備のほうを進めていきたいというふう

に考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） 再質問をしますが、２５年度よりスタッフ不足によりましてとありま

すし、スタッフといいましても、どこの、何の分野なり、いろいろあるわけでありますが、

決定的に今再開できない理由を一つ挙げれば何ですか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 保健福祉課長。 

◯保健福祉課長（横山祐介君） 機器の更新という内容となります。 

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 
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◯７番（酒井右一君） 私もあの、一般質問にあたっては、しっかり、字句の整理から現状把

握まで、よく調べてきておるつもりであります。このスタッフという概念の中には、勿論、

機械もあるでしょう。それから診療される医師の診断力もあるでしょう。それから看護士さ

ん、そういった方たちもあるでしょう。今の課長の答弁ですと、非常に納得し難いものがあ

ります。実は、内視鏡検査ができる・できない、できなくなりますよという重要な警告が一

年半前の３月に診療所長から上司に充てて発されてあります。尚且つその後、２５年度の早

い段階で、内部のスタッフの方から、このようにすれば、このスタッフでもやれるというこ

とが、これもまた上司に向けて発せられております。にもかかわらず、現時点で機械がない。

一年半前に機械を発注しておれば、発注すれば、お金さえ払えば済むものでありますので、

当然きておりますから、これは納得できないものであります。これはまあ、現状をありのま

まに申し上げたものでありますから、課長の見解とは少しまわりの状況が違っておるという

ことを、今、インターネットなり、テレビで見ておられる方々が、私の言うことと、当局者

側が言うことと、どちらを信用されるのか。これはまあ、その方たちに委ねるとします。  

  質問の中で、私あの、議会基本条例８条に基づく質問書を２回出しております。これあの、

担当課長にお伺いしますが、胃カメラの年間の需要者数、胃カメラを必要とされている人は

何人ぐらいおられますか。大雑把でいいですのでお伺いいたします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 保健福祉課長。 

◯保健福祉課長（横山祐介君） ２４年ベースです。３０３人というふうな内容となっており

ます。 

それから、今ちょっと質問、若干あれ、違うんですけど、先ほどの話につきましては、機

器の更新部分の話なんですが、それはあの、あくまでも、スタッフが２５年当時、当初の段

階で、不足していたと。２５年に本来、内視鏡の機器の更新をするつもりであったんですが、

スタッフがいない中で、また機器更新ということも、まあ、その話し合いの中、話し合いと

いうか、そのスタッフの話し合いの中では、それはいかがなものかというようなことがござ

いましたので機器の更新をしなかったというようなことでございます。  

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） 戦に備えて、武具、甲冑、馬を手入れしておくと。これは武士の鉄則

であります。今、戦にあたって、戦をする道具が古くてできないなんて話は、皆さん、納得

できるかどうか。第三者的な感覚ももって見ていただきたい。  
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  さて、議会基本条例の８条に基づく質問でありますが、この胃カメラ中止の決定について

の意思を、意思というのはつまり、そういった意思、判断ですね、誰が下したのかと。その

判断者はどういった状況を理解して、例えば私の調査では、胃カメラの需要が年間に３００

から５００もあるという状況の中で、そういうことを承知して決められたのか。あるいはど

うなのかということでお伺いしました。回答書、ここにあります。朝日診療所内視鏡検査休

止に係る意思決定についてどうだったのかということについて、ご質問の内視鏡検査の休止

につきましては、診療所長が、つまり医師であります。医師・看護体制を含め、総合的に検

討のうえ、やむなく決定したものであります。したがって、事務的な発議、決裁という形は

とっておりません。ということは誰も責任をとらないということであります。これは厳しく

言わなければならないところでありますが、条例に基づく文書質問であります。国保朝日診

療所の設置者は只見町長であります。誰であろうと、個別の名称は別にして只見町長であり

ます。そして、国民健康保険の保険者も町長であります。これあの、我が町の法令、条例規

則、規定等の管理担当課長にお伺いしますが、この回答書、今私が読み上げた回答書は、国

保朝日診療所条例第７条２項と整合しません。それから、只見町文書事務取扱規定、さらに

只見町行財政組織規則の中でも別表６、これにも整合しません。この条文を読む限り、町長

が町の診療所運営に関与すると考えるのが当たり前の話だとありますが、と思いますが、さ

らにこれについて言いますと、国保朝日診療所条例では、の７条の２項でありますが、診療

所長の職務、所長は町長の命を受け、診療所の管理に関する事務を掌握すると、町の条例で

決まっておりまして、今申し上げました文書事務取扱規定では、１条から３条まであります

が、適用範囲、文書主義を貫くんだと。第３条では、緊急を要する場合のほか、文書をもっ

て行わなければならないとしております。それから、申し上げました行政組織規則の中では、

診療所長の任務は町長の命を受け、診療所業務を掌握し、嘱託職員を指揮監督すると、こう

なっております。この記述について、法令担当課長におかれましては、私の言っていること

が間違いかどうか。専門家としてお答え願います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総務課長。 

◯総務企画課長（馬場一義君） 国民健康保険診療所の条例の中に、診療所長、所長について

は町長の命を受け、診療所の管理に関する事務を掌握するというふうに書状になっておりま

す。それからその、同じ診療所条例の中におきまして、分掌事務と、第１０条になりますけ

ども、各局の事務分掌の中で、医局の分掌事務といたしまして、各診療に関する事項、これ
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は医局の分掌であると、そういったような表現もございます。そういった中におきまして、

所長の職務というものに関しましては、診療所の管理に関する業務事務につきまして全体掌

握をするようにということで、町長の命を受けていると、そのように理解しております。そ

ういったその業務全般を管理掌握する中におきまして、医局の事務分掌であります診療に関

する事項、これにつきまして、医師として、医師しかできないということでありますが、そ

の医療行為、医師としての医療行為の判断をされたと、そのように理解をしております。  

  以上であります。 

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） 時間がないので手短にお答え願いますが、私が問題にしておるのは、

議会基本条例に基づいて公式質問をしたものに、町長の命というものが、意思が入っており

ません。診療所長が決定したと、こう書いてあるわけであります。これと今の診療所条例、

それから、これは文書取扱規定として、職員であれば、誰でもこれによって文書を行わなけ

ればならない文書主義であります。文書で行う。仕事は文書掌でする。そして文書を作った

者、決裁をした者が責任を持つと。それが明確になるから地方自治が円滑に進むということ

であります。そしてさらに、診療所長の任務としては、町長の命を受け、診療所業務を掌理

し、所属職員を指揮監督すると、こうなっておるのにもかかわらず、回答書には、町長の意

思が関わってないという回答がきておるから、この矛盾点を問い質したものであります。こ

の矛盾点について、どう解釈されるか、もう一度お伺いいたします。  

  担当課長にお願いします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 保健福祉課長。 

◯保健福祉課長（横山祐介君） 今ほどおっしゃっていただいていることに関しては、本当に

こちらのほうというか、そのとおりだと思うんですが、ただ、実際問題、町長については現

場にいらっしゃるわけでもございませんし、また所長につきましても現場のリーダーという

ことで、実際の事務関係については、私が本来すべきことというふうに認識しております。

よってあの、私の不手際ということになろうかと思いますので、その点はご理解願いたいと

思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） いろいろまあ、お質しではありますが、まああの、診療所そのものは

勿論、町長が統括的に、総合的に統括して、その運営には責任を持つのは当然でございます
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が、胃カメラを中止するか、再開するか、等々自体が、町長の決裁が必要だというようなこ

とまでの認識は私は持っておりませんし、その辺のところは勿論、医師の判断だというふう

に思っております。で、それが決裁事項であるかどうかというような、文書事務のあり方の

中でも、私はあの、ここずっと、スタッフがなかなか厳しい、看護師確保が大変の中でも、

やはり胃カメラというものの住民の期待が高うございましたから、なんとかそれが再開でき

ないかどうかということで、常々、診療所医師はじめ、スタッフとは、意見交換を聞いたり、

状況を聞いたりしながら、そうやって一日も早くその住民の期待に応えていただきたいとい

うようなことを申し上げてきた中で、期間を切って、決裁上の問題として、胃カメラ中止だ

とか、再開するというようなことではなくてですね、常にそういった課題に診療所、そして

内部からの取り組みもしていただきたい。町長としては、その課題については、一番の私の

役割は、この看護師、今、何としてもその体制的に、先ほど申し上げたとおり、体制的な不

備の中では、そういったその医療行為も、いろいろ安全・安心の問題からいったらば、容易

でないということもわかっている中で、精一杯、体制づくりに努力してきたということでご

ざいます。しかし、なかなかその状況が叶わなかったけれども、今般の流れの中で、そうい

ったことの目途も立ちそうだなというところに至っておりますので、先ほど課長が申し上げ

たとおり、十分の、また改めてのスキルの確認と器具の点検、確認をしながら、４月には、

来年の４月には胃カメラの診療ができるようにしていくんだということを申し上げたことで

ございます。 

いろいろと、非常に今、県内そのものにつきましても、看護師そのものだけ捉えただけで

も、大きな病院でさえも看護師不足、１，０００名の看護師の不足する中で、こういった、

特に震災以降はこういった状況になっておりますけれども、そういった中でも精一杯のご努

力を、医療スタッフ、看護スタッフに今やってもらっている中で、今なんとかその方向に目

途をつけながら、改めてまた来春から取り組んでまいりたいという意思でございます。  

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） まあ、なかなか時間もないので、満足いきませんが、しかし、今年の

３月の私の質問に対する議会、一般質問答弁の、町長はこう言われております。町長は一生

懸命努力されている一方で、町長は、職員の身分や定数を安定させると診療所運営の将来負

担になる。こういう答弁をされております。これは安定させないという意味にもとれます。

しかしながら、産業であろうと、文化であろうと、何であろうと、人が健康でなければなら
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ない。人はちゃんと療養を受けて最後を迎えなきゃならないという意味からすれば、診療所

の職員定数、まあ、診療所と言わず、その医療施設の、介護施設の職員定数の確保、身分の

安定を図らなければ、朝日診療所そのものが自然消滅するし、医師や看護師がいなければ、

あさひヶ丘の施設存続ができないわけでありますから、町長はこのあたりを、こうすれば金

かかるけど、できねえ。いや、これだとなかなか難しいって。このあたりの考え方を、矛盾

した考え方を整理できないんではないかというふうに思っております。いずれにしてもその、

何が不足して今できないのかということはわかったわけであります。で、開始はされるとい

うことですから、一日も早く機械を買って、医師に十分な研修をさせていただいて、看護師

を確保して、それ相当の身分を確立させて、再開させていただくことを望むと同時に、何故、

来年の４月なのか。準備ができ次第、今年いっぱいかかれば十分できるんではないかという

問いかけもいたします。 

  それからあの、非常に時間がなくて申し訳ないんですが、何故、というふうに首を傾げて

しまうわけでありますが、今回、決算の監査でも指摘がありました。今年も巨額の予算不用

額を残しているので、これを指摘されております。決算監査委員。預金をし、基金をつくり、

住民からは固定資産税を他の町村より高く徴収しながら、６月には議会でも賛否が分かれる

軽自動車の固定資産税、これも値上げされました。高齢化が進み、医療や福祉が後退してい

る現実の中で、不用額が増えている。基金が増える。預金が増える。町民は益々過酷な状況

に追い込まれていっているんであります。町長はこれまで、固定資産税を高くとっている分、

標準税率を越えて０．２パーセント分とっておる分は、診療所に投資するというふうに答弁

しながら、肝心の住民医療、福祉に、福祉を守る診療所に、財源を還付しないではないです

か。一年半前にこのような事態を警告され、予測がつき、そして今になって準備をこれから

始めるでは、あまりにも泥棒を捕まえて縄よってる話ではないですか。これは指摘しておき

ます。 

  もう一つ大きな課題があります。過去７年間の診療収入を調査しました。平成１９年から

２５年までの外来件数や入院件数、診療費の推移を比較をすると、件数、診療費ともに減少

しておりまして、特に外来診察が多かった年と比べると、およそ、これ単年度ですよ、単年

度で５，３００万円も減少している、現時点で減少している決算なんです。２５年の決算は。

診療所が新しくなってからは最大の落ち込みです。見てみますと。現時点では、今この時点

では、診療の質の低下、検査機能を失った診療所、診療の質の低下であります。診療収入の
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減という、これはお客さんが少なくなったわけであります。ということで、二つの問題に直

面していて、もう一刻も待てないわけであります。国保施設会計の決算不認定という事態も

視野に入れなければならない状態であります。何故こう言うかというのは、重ねて言うこと

になりますが、この事態を想定できたのは昨年の３月であります。一年以上、一年半経過し、

つまり、その間、対策をしなかったと。言葉は悪いようですが、施設会計の最高責任者の不

作為がもたらした内視鏡休止と大幅な減収であると考えなければならないのかなと。このよ

うな決算を議会が良しとすれば、最高責任者の不作為を良しとするということになってしま

いますから、これは議会が決算を認定しないということになっても、要件としては十分では

ないかと思うわけであります。内視鏡診察を失うと患者が減る。評判が評判を呼び、さらに

減る。これでは診療所の先行きが非常に不安。特に、目黒先生、あの事件。その後の、住民

が決起したあの事件。八巻先生、佐竹先生の渾身の力は、努力は、今申し上げた、施設会計

の最高責任者の不作為によって、水泡に帰してしまうのではないか。非常に耳触りの悪い言

葉で恐縮ではありますが、これも町民共々、４月１日よりは３月３１日のほうがいいわけで

あります。３月であれば２月のほうが良いわけであります。なんとか一日も早く再開できな

いか。これを願うからこういう話になるわけであります。これは診療所の信頼の問題でもあ

り、単に、内視鏡ができるか・できないかの問題に留まりません。もう一度、診療業務を点

検し、技術的な問題をクリアし、物品は発注すれば届くわけですから、この辺を早く解決さ

れて、一日も早く診察を開始していただけませんか。この辺について、一番、回答として求

めたいのは、内視鏡検査を一日も早く再開していただきたいということであります。まあ、

長々と申し上げましたから、この中で、これは私にもこういう言い分がありますよと言われ

る分があれば、もう一度、再開に向けた期限をお願いすると同時にお答え願えれば幸いと思

います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） 再開に向けては先ほど申し上げたとおりです。それが、今、現状を分

析した中で総合的に判断する私の考え方でございます。今日に至った経過が町長の不作為と

いうお話もありましたが、あなたもひとつ、いろんな方々の言うことをよく理解してからの

お話をしていただきたいと思います。今日に至るまでだって、看護師だって、やはりひとつ

の採用の年齢制限を上げたりしながら、医療スタッフをはじめ、看護師、介護スタッフの確

保に向けた環境整備をしても、尚且つ、現実的にはなかなか、そういったスタッフが汲々に
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はなかなか確保できなかったという流れの中で、そうしたことの一年、２５年が過ぎ、さら

に２６年に入りましたけれども、そういったことを踏まえながら取り組んできて、来年４月

になんとか胃カメラも始められるようのことまでこぎつけたというか、見通しが立ったとい

うことでございます。そして、このことにつきましても、一日も早いというのはね、それは

あの、酒井議員に限らず、私自身が一番そう思っているわけですから、ただそういったこと

よっても、一年半も休止していれば、一方では、器具の点検もそうですけれども、スタッフ

もまた改めて、そこで現場に復帰するためのひとつの準備、改めてまたスキルの確認といっ

たようなことをしなければ、ひとつの安全・安心の確保もできないということも含めて、そ

ういったことで再開を目指してまいりたいというわけでありますから、ご理解をいただきた

いというふうに思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） しかし、理解できませんなあ。 

  諸々の経過については、時間は十分あったと。財源も十分あったと。それから、１，００

０人不足しているとか、災害の後、医療スタッフが全県的に足りない。努力はしておるとい

う、３月にも同じ答弁でした。それじゃああの、総務委員会で人事担当から、看護師の採用

について、どのような手法をもってされたのかという確認をとったところ、広報ただみに一

回出したと。それからホームページに掲載してあるという回答でありました。あなたも理解

してないというからには、町長は相当理解されているんでありましょうから、この看護スタ

ッフ、介護スタッフ、いわゆる内視鏡検査のスタッフを、最大限努力したと、確保について

最大限努力したと。しかし、私らが本当に調査して目に見える分というのは、広報ただみ、

ホームページに掲載。これだけしかわかりません。それ以外にあるんであれば、具体的にお

聞かせ願いたい。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） まああの、再開については先ほど申し上げたとおり。 

  今までそのスタッフ確保にどれだけの努力をしてきたかということ。今言ったような、議

員が言われたような広報活動。併せて担当課長と同時に若松方面であったり、それぞれの看

護養成の学校を訪問したり、またはそれぞれ大きな病院の訪問や意見交換や実態調査とか、

いろんなことをしながら取り組んできたという経過もございます。まあ結果が、なかなか今

日まで、一年半も休止せざるを得なかったということは、それはたしかに否めない事実でご
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ざいますけれども、その間、不作為だというようなことばかりでなくて、そういった面も努

力してきているということもご理解いただきたいし、ただただ、なかなかそう現実的には、

議員がおっしゃるようなスタッフの体制づくりには及ばなかったこともあるということでご

ざいます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） だから、俺が理解しているとかいうことでなくて、俺たしかに憎かべ

や。それは。ただ、具体的にどこさ行って、どういう話をしてきた。そして、ままならなか

った加減の話をしても、なんら俺は、町長の答弁として、妥当なものだと思います。してい

ただきたい。だめですか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） まあ、それは趣旨わかるけどもね、いちいちそんなこと、この場で、

あそこへ行きました、ここへ行きましたという報告するようなことをこの一般質問の場で私

はやる気ありません。 

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） じゃあ、やってねえということだべや。要するに。そういうことだ。 

  まあ、それはじゃあ、わかったと。 

  俺も、いや、失礼、私も、只見町町長さんも、非常にストレスの多いやりとりをしており

まして、本来、不本意であります。しかし、こういったやりとりをやることによって、一番

大きな利益を得るのは町民でありますから、あえてそこら辺の、誰が、町長と私が、こうし

た激論を戦わして、その果実を得るのは、誰がということになれば、これは町民の方々であ

りますから、あえてあなたを怒らせてしまうような発言もいたしますが、なにしろ、診療所、

この体制の充実、未来永劫の存続、昨今、総務省の幹部をやられた方の発言もありましたが、

しかし、目下は、あそこに３００から５００の胃カメラを必要な患者がおられる。現に、こ

れはまあ伝聞も入れての話でありますから、診療所へ行ったって、どうせまた南会津病院行

かなきゃならないから、最初から行ったほうがいいやという声もあります。残念なことです

が。もう少し、医療・介護・福祉。この辺に予算をつけていただいて、この只見町、日本全

国でいうと、たしか７番、１３番目だったか、非常に高齢化の高いところでありますから、

町長におかれましては、嫌な思いもされましたでしょうが、福祉・医療の充実については、

特に財源を割いてしっかりやっていただきたいというのが質問の趣旨であります。そして、
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さらに細かく言えば、早く、朝日診療所で胃カメラ健診を受けて、皆さんが安心していただ

けるようにしていただきたいと、そう願ってやまないものであります。心象を害したことは

お詫びいたしますが、しかし、重ねてお伺いしますが、今後とも、朝日診療所、スタッフの

確保、機器の更新については、早め早めに手を打っていただきまして、一年半、つまり来年

の４月まで待てという話になりますと２年も待つことになります。２年も待たせておいて、

誰も責任もとらないというのも変でありますから、なんとか早く、４月と言わず、もう少し

早く、開始をしていただいて、住民の需要を満足させていただきたいと思います。  

町長の所信をもう一度確認をして、私は質問を終わります。  

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） まず診療所の運営も含め、町民の期待に応えていかなきゃならない診

療所づくりということは議員と同じであります。 

そして、診療所に対する予算付けも議員がおっしゃるような、私はあの、抑えているとい

うつもりもありませんし、診療所や福祉・医療関係には、相当の予算も割いているというふ

うに思っております。 

また、開始時期でございますが、開始時期につきましては、一日も早いという気持ちは理

解いたします。ご理解をしたうえで、尚一層の、手続き的にも、やはり安全・安心や、また

内部の調整も含めて、なんとかその、来春、４月には当然スタートできるというふうに万全

の態勢をつくっていきますので、ご理解をいただきたいというふうに思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） ７番、酒井右一君。 

◯７番（酒井右一君） この問題については、多くの町民の方たちの、非常に切なる願いであ

りまして、私が頭を下げて、それで意味が通じると思いませんけれども、なんとかひとつ、

安心のできる診療所の体制を整えていただきまして、検診の再開、医師の技量の充実、看護

スタッフの、流行で言えばスキルの向上については、早急にやっていただいて、是非、多く

の財源を福祉・医療に割いていただきたいと。本当に、ここで町民の方々を代表させていた

だきましてお願いしますので、よろしくお願いします。  

  以上、質問を終わります。 

◯議長（齋藤邦夫君） これで、７番、酒井右一君の一般質問は終了いたしました。 

  上着の脱衣を許可します。 

  それでは、続いて、９番、大塚純一郎君の一般質問を許可いたします。  
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  ９番、大塚純一郎君。 

          〔９番 大塚純一郎君 登壇〕 

◯９番（大塚純一郎君） それでは、通告に基づきまして質問をさせていただきます。  

  大きな１番目。急がれるマイマイガ駆除対応策としてお伺いいたします。８月会議におき

まして、マイマイガの駆除対策として５件、４８０万２，０００円の委託料や集落支援が議

決決定されました。それらの具体的な実行内容と効果、達成率をお示し願いたいと思います。  

もう一つ、来年の発生を可能な限り予防するために、卵塊のうちにできるだけ除去する必要

があると思います。今後の対応事業について、具体的にお示し願いたいと思います。  

  大きな２番目。高齢化の進む我が只見町での介護予防活動の実態と今後についてお尋ねい

たします。只見町には広範囲に２７の集落があり、少子・過疎・高齢化に歯止めがかからな

い現状であります。待ったなしのこの高齢者福祉を考える時、介護予防活動の充実が重要で

あります。現在の活動実態と今後の計画を示していただきたいと思います。活動団体、支え

合いの会等の育成と活動拠点施設が必要と考えますが、現状とこれらの整備計画を示してい

ただきたいと思います。 

  大きな三つ目。只見型道の駅整備計画の進捗状況をお伺いします。これは３月会議におき

ましても私と町長において、集中的に私が質問して議論した経緯がございます。産業の６次

化の集約として道の駅整備は欠かせない事業だと思っております。どのような構想を持って、

今後、計画を推進されるのか、具体的にお示し願いたいと思います。  

  以上３点、よろしくお願いします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

          〔町長 目黒吉久君 登壇〕 

◯町長（目黒吉久君） ９番議員にお答えいたします。 

  急がれるマイマイガ駆除対策についてでありますが、８月会議で議決された対策予算の実

行内容と効果、達成率について。８月会議において議決された５件について、総務費の地域

づくり特別対策事業交付金は３集落の盆踊り等で使用する提灯の LED 灯化を行っており、

蛾の集まりがなくなっております。衛生費の機械器具費は高圧洗浄機及び高所噴霧用ポール

を３地区振興センターに配置し、集落内の卵塊駆除等に活用しております。商工費の駆除委

託料は湯ら里及びむら湯の外壁等を高所作業車を使用した卵塊駆除を行っております。 

今後の対策ということでありますが、マイマイガの発生は２・３年継続する傾向があると
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いうことであります。駆除については、町民の方々の理解と協力を得ながら、個人並びに助

け合いによる共同的取り組みを推進し、卵塊を除去することによる生活範囲の幼虫発生の抑

制や発生した幼虫の駆除対策並びに山林等から成虫を寄せ付けない対策に取り組んでまいり

たいというふうに思っております。具体的には、降雪前に高所や物陰などの駆除、積雪期を

利用した高所の駆除、春の幼虫発生に向けた駆除方法の周知等を行ってまいりたいと。また、

蛾の集まりが少なくなるよう街灯等の LED 灯化に取り組んでまいります。今後も情報収集

に努め効果的な駆除対策にあたってまいります。 

  高齢化が進む我が只見町での介護予防活動の実態と今後についてでありますが、１番の介

護予防事業の活動実態と今後の計画については、通所型の介護予防事業として、ゆう悠クラ

ブをあさひヶ丘において実施しています。これは、ニーズ調査等の結果をもとに、要支援な

どの介護が必要な状態となる可能性の高い方を対象に、介護が必要な状態にならないよう運

動機能向上、栄養改善、口腔機能向上、認知機能の維持を目的に実施しております。ほかに

各集落の集会場等を訪問し、ただみコミュニティクラブと保健協力員の方々の協力をいただ

いて、介護予防となる運動指導を行っているおたっしゃ教室と食生活改善推進員会に委託し、

料理教室を兼ねた栄養指導及び作業療法士による運動指導を行っているいきいき・ふれあい

教室を実施しております。今後につきましても、現在実施している事業への参加を促進し、

介護予防を推進してまいります。 

  次に、活動団体の育成と活動拠点の現状と整備計画についてでありますが、各集会所を拠

点施設として位置付け、現在、数集落で実施されているいきいき・サロン事業に保健師を派

遣するなどの支援をしてまいります。 

  次に、道の駅整備計画の進捗状況についてでありますが、道の駅についてはこれまでも一

般質問をいただき、報告、説明をさせていただいておりますが、現段階での経過等も含め進

捗状況を説明させていただきます。只見型道の駅整備計画は平成２５年度に基本構想検討懇

談会を組織し、本町における道の駅の必要性や有効性等を検討し、集客力のある施設にする

ための具体的なアイディア提案を受けながら基本構想を取りまとめたところであります。ま

たその内容は構想策定業務委託成果報告書により常任委員会に報告説明をさせていただきま

した。この基本構想を踏まえ、今年度は基本計画検討委員会を組織し、協議を重ねながら基

本計画の策定を進めているところであります。本事業の目的は、地域産品に付加価値を付け

商品として町内外へ販売していくことだと考えております。そのために重要なことは地域資
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源の掘り起こしと多くの農家や加工業者が特産品開発や６次化産業に関わり、その取組みを

いかに集約し、システム化により事業にしていくかであります。そこで事業化された出口の

ひとつとして道の駅があり、それこそが集客力を持った目的地となる道の駅だと考えており

ます。よって容易に解決できることではありませんが、重要となるこれらの取組みを進め、

より多くの地域住民が関わり、喜び集い、そこに多くの観光客が集まる只見型道の駅の整備

実現に向け推進してまいりますのでよろしくお願いいたします。  

  以上です。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） 今、１回目の答弁いただきました。 

  それでは、項目ごとに再質問をさせていただきます。 

  まずはじめに、マイマイガ駆除対策でございます。今、この５件の議決、８月でした。そ

の内容について説明がございました。１点目、これ私のほうから申しますが、マイマイガ駆

除委託料、公共施設関係ということで１０４万。これについての、まず説明がなかったので、

この件についてお願いします。それから地域づくり特別対策事業支援金、集落支援 LED 化

等。これは９０万だったと思います。これも３集落の盆踊り等で使用する提灯のそういう照

明の LED 化で９０万。大変な金額になっているなと思いますが、この詳細についてももう

一度説明お願いします。機械器具費で高圧洗浄機８台、各集落において対応できる、各集落

に２台ずつがあったのを確認はしてきましたが、これに対する内容と現実にやっている現

状・効果等々、説明願いたいと思います。湯ら里ですか、マイマイガ駆除委託料として観光

施設、湯ら里などで１２３万２，０００円。これは私行ってまいりましたけども、湯ら里の

どこを１２３万２，０００円かけてやったのかなというふうに思っております。これをもっ

と詳しく説明してください。それから５番目ですか、マイマイガ駆除委託料、教育施設７箇

所１２０万６，０００円。この説明が今の答弁にはありませんでした。まずこの辺をお願い

いたします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 環境整備課長。 

◯環境整備課長（酒井惠治君） まず個別の関係でございます。議員お尋ねの件の順序どおり

に申し上げます。まず一般管理費の委託料につきましては、高所作業車をお願いをしており

ましたところ、いろいろなほかの作業で忙しくてできないということでございましたので、

今までの時点では実績がございませんので記載をいたします。次に、総合政策費の特別対策



- 40 - 

 

事業、３集落でございますが、明和地区の３団体につきまして電球等 LED 灯化を行ってお

ります。３団体につきましてのこれが９０万の全額ではございませんので、今後、この予算

の中で希望を募りまして、整備をしていくつもりでございます。環境衛生費につきましては、

３振興センター２台ずつ、環境整備課に２台ございますので、予備として貸し出す準備はで

きております。効果につきましては、朝日振興センターにおきまして、区長様にお集まりを

願いまして試験的にやっております。ほかの地区センターにおきましても各集落にその旨を

周知をしております。次に観光施設でございますが、湯ら里。これは訪れますお客様の不快

の念を取り除くために外壁等の駆除を８日程度を行っております。周辺につきましても今後

行うつもりでございます。教育の事務局費につきましては、これも高所作業車等の作業にな

りますので、業者を選定いたしまして今お願いをしておるところでございます。 

  以上です。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） 一番最初に高所作業車の件について、最初と最後出ました。公共施

設、役場の施設等の駆除をするのに高所作業車が必要だということであったと思います。こ

の予算でございますが、この、最初１０４万、それから教育施設関係１２０万６，０００円。

これだけの予算をとって、実は今朝、高所作業車持っている人がたまたま会いまして聞いた

話でございます。なんとか高所作業車でマイマイガの駆除をしたいので、それをやってもら

う見積もりを出していただきたいというお話でございました。ところが、断ったと。どうし

てですかと聞きましたら、二人でやる作業で見積もりを出してもらいたいと。現実的に二人

で高所作業車で高圧洗浄とか、いろいろの器具を使って取るということは不可能だと。まし

て、例えば街路灯とか、電柱等でやる場合には、そのほかにも交通整理の人も必要じゃない

かと。そういう分を全然考えないで、二人でやる高所作業車の見積もりを出してくれと言わ

れたから断ったんだというふうなことでございました。今、課長の説明ございましたが、も

うちょっと現実的な対応といいますか、現実的にこれだけの予算をとって、もし足りなかっ

たら、これはこれで最初の町長の説明にもございましたが、このマイマイガ、まだ今年だけ

でなくて、何年か続くわけでございます。やはり初年度に完全なる、できうる限りの対応を

しなければ、今後大変なことになるわけでございます。この辺のところ、もう一度お聞かせ

願いたいと思います。そのような話があった、その高所作業車の依頼の件。今、忙しくてど

うのこうのとありましたが、そのような依頼の仕方をしていれば、忙しいとか何か理由を付
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けて断るのは当たり前でしょ。その辺のところをどう考えておられるのか。今後どうされる

のかお聞きします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総務課長。 

◯総務企画課長（馬場一義君） 公共施設のマイマイガの駆除の関係でありますけども、まあ

見積もりをお願いしましたが、残念ながら全社、辞退をされております。その実施の方法に

ついては、いろいろと意見交換をその後させていただいておりまして、聴き取りも行ってお

ります。まあ実際にその、忙しいという、これは嘘ではなくて本当に忙しいということもご

ざいますし、人手が足りないと。それから駆除作業を実施したけれども、肌が弱くてかぶれ

てしまって医者に行ったのでうちではできないと。そういった回答を得ております。そうい

った中におきまして、時期的なもの、それから、早ければ早いほうがいいとは思ったんです

が、時期的に遅らせるということで若干、余裕を持たせる。それから、事業量をある程度区

切って、引き受けやすい規模でなんとかやっていただけないかと、そういったことで受けて

いただけるように意見交換を行って、今後、なんとかその作業を実施していただけるように

進めてまいりたいと考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） まあ、今、総務課長のお話にありましたように、受けてもらえるよ

うな、やはりその業者との、本当に腹を割った話でやっていただける状態を、安全に作業し

ていただける状態をつくって、そのうえでの依頼ということでなければ、やはりだめだと思

いますので、その辺のところをよろしくお願いしたいと思います。今の話の中で、その作業

者が、その公民館等でも、各地区センターと、振興センターですか、等でもやった結果、反

省点でもあると思いますが、やはりその、高いところをこう、取っていると、それを自分で

浴びたような格好になって、それで皮膚がかぶれるとか、咳が出るとか、そういうような状

態があるように聞いております。やはりあの、町で、例えばこの公共施設もそうです。その

やってもらう作業者についてもそうですが、各集落で取ってくださいと言っているわけです

が、そういう問題点が発生しているし、今後もそれが予想されるわけです。まあ放射能の除

染等でやっているような、ああいう防護服、ああいうものを導入して、それを着た上での作

業、そういう検討も必要ではないかなと思います。私がちょっと調べましたところ、除染作

業時に着用する放射能汚染防護服低レベル用というものは１着１，６００円。５０着で８万

円でインターネットで出ておりました。こういうものも導入して、やはり作業員の方が安全
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に作業できるような体制を構築してから、それも入れたうえでやるべきではないのかなとい

うふうに考えますが、その辺のお考えをお聞きします。  

◯議長（齋藤邦夫君） 環境整備課長。 

◯環境整備課長（酒井惠治君） 議員おっしゃられますように、安全はなににも優先するとい

う観点から考えてまいらなければならないというふうには考えております。なにせ初めての

事案でありますので、情報収集、今、議員おっしゃったような意見も踏まえまして対処をし

ていきたいというふうには考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） 初めてです。異常発生しました。それで、我々の議会は通年議会で

ありますので、８月議会において、これら提案された予算を議決したわけでございます。そ

れの、そのやっている状況について詳しく聞いたわけですが、まだ先ほどの答弁内容では具

体性に欠けるなと思います。振興センター、朝日の振興センターで、高圧洗浄機ですか、そ

れを導入したうえで各区長さん集まっていただいて作業をしたというお話が先ほどございま

したが、そのようの中身について詳しく説明していただきたいと思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） 朝日振興センター長。 

◯朝日振興センター長（馬場さき子君） 朝日振興センター長です。 

  ８月の議会におきまして予算議決後、私ども振興センターに各２台ずつ、高圧洗浄機が導

入されることがわかりましたので、８月末に区長連絡会の会長さんと相談をいたしまして、

機械が入りましたらデモンストレーションを兼ねて、勉強会も兼ねて、区長連絡会臨時会を

開くことにいたしました。９月８日に、９月の第１週に高圧洗浄機が入りましたので、９月

８日に、私どもの振興センターで朝日地区区長連絡会の臨時総会を開き、マイマイガの生体

について私どもで収集いたしました資料に基づき、皆様で情報交換と勉強会のようなものを

開催した後に、庁舎前において高圧洗浄機の試験操作を実施いたしました。勉強会の中では、

人体への被害とそれから影響、それから作業中の防護について詳しくご説明を申し上げ、ま

た区長様方からも実際に先んじて高圧洗浄機で駆除をしたというようなところから、ゴーグ

ル、マスク、それから手袋などを必ずしないと飛散して大変だというような情報提供があり、

皆様も納得された様子でございました。高圧洗浄機の試験操作の中では様々なご意見が出ま

したので、例えば水を貯めるタンクが必要なので、その確保ですとか、貯め水用のホースを

２台分欲しいとか、貯め水用のホースがもう少し長いほうがいいとか、先端部分の取り付け
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ホースがもう少し延長できればいいというような要望がございましたので、担当課の環境整

備課と相談しながら、できる範囲で備品等は取り揃えております。実績としましては、先週

の土日にかけて、黒谷区で１台使っていただき、その結果については、ごく高いところにつ

いては高圧洗浄機の威力の都合で、関係上、駆除はあまりよく効かなかったけれども、その

ほか、ホースが届く範囲では効果的に駆除できたという報告をいただいております。  

  以上です。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） 今、朝日振興センターのほうで、試験的に勉強会、それから試験操

作、作業のデモをやってみたと。そのうえでのいろいろの反省点。それから、今後必要なも

の等々あったということでございます。是非、これはまあ、我々も含めて、みんなでこれを

共有して、そして安全に駆除対応をしていかなければならないと思います。それで、今最後

にセンター長おっしゃいました。足りないタンク、それからホース、あと先端のこう、洗浄

機の先端とか、そういうものを早急に、勿論、取りそろえる予定はあがっていると思います

が、それに対して今回の予算等々で足らない分は、それはまた早く出していただいて、議会

で協議、皆さんでして、そして必要なものは取り揃えてやっていく必要があると思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  それから、先ほどの答弁の中でありましたが、LED 照明ですか。これについて、先ほどの

予算では、その地域づくり特別対策事業交付金等々で明和地区の、３地区のというような説

明だったと思いますが、やはりこれは町内全般、本当にこのマイマイガが発生したあのお盆

の周辺のとき、その以前ですか、普通の街路灯にはものすごい数のマイマイガが寄ってきて、

それで各集落、その防犯灯、街路灯を取り外した経緯が、何集落というか、大体ほとんどの

集落であったやに聞いております。それに対して、また同じやつを付ければ大変なことにな

るし、その集落独自で、その LED を買って取り付けたところがあると思いますが、やはり

これも、町として、この LED を、そういう街路灯を全部、これからやっていかなければな

らないのではないかなと思います。現実に金山町では全ての街路灯、防犯灯を予算化して、

LED 化したやに聞いておりますが、この町で、今後の計画、そういうものがあるのか・ない

のか、まずお聞きします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 環境整備課長。 

◯環境整備課長（酒井惠治君） 今後の計画の駆除対策には、山林におる成虫を里に寄せ付け
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ないというものもひとつの方法であります。それについては、おっしゃるように、まあ、街

灯に群がるということになりますので、今後、予算をお願いしながら、逐次、替えていくの

もひとつの方法だというふうに考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） だから隣町では、もうやったということが今日確認した中である中

で、それを考えるのも方法かなではなくて、もう私は、現実的に今、町内に、商工会で町の

補助事業でやった結果、商店街の街路灯が全部 LED 化なっております。その結果、その街

路灯には全然、マイマイガが寄っていないという現実がございます。それを見ても、そうい

うふうにしたほうがいい。現実的にもう、中心部は LED 化になっているということなので、

あと残った各集落の防犯灯関係を早急に LED 化する。これは当然ではないのかなと思いま

す。今の課長答弁ではなくて、もうちょっと進んだ答弁を聞きたいんですが、できないです

かね。 

◯議長（齋藤邦夫君） 環境整備課長。 

◯環境整備課長（酒井惠治君） 寄せ付けないのがひとつの方法でありますので、それに対処

するため、来年度に向けて町内での協議を進めていきたいというふうに考えております。  

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） 是非、今のようにお願いしたいと思います。それから、先ほど１番

目の議員の質問にもございました。それから、この町、６月ですか、ユネスコエコパーク認

定になった後でのいろいろの議論の中で出てくる言葉に、スピード感が問われていると思い

ます。何をやるにも、ともかくスピーディーにやる必要があると思いますので、その辺のと

ころをよろしくお願いしたいと思います。 

  続きまして、次の質問に入らさせていただきます。高齢化が進む我が只見町での介護予防

活動の実態と今後ということで質問させていただきました。この中での答弁で、まず、ゆう

悠クラブですか、それから出てきたのにおたっしゃ教室、いきいき・ふれあい教室。この三

つの、現在、どういう人達、人数等含めて、どのような人達がおられるのか。人数等をまず

正確にわかったら教えていただきたいと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 保健福祉課長。 

◯保健福祉課長（横山祐介君） まずあの、ゆう悠クラブでございますが、ゆう悠クラブにつ

きましては、実施のほう、８月から１１月というような中で、約１１・２回の中の実施を行
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うというようなことでございます。それであの、人数でございますが、１回につき大体２０

人前後というような内容で実施をしているということでございます。それから、おたっしゃ

教室でございますが、おたっしゃ教室につきましては、 

          〔「集落の数でいいです」と呼ぶ者あり〕 

◯保健福祉課長（横山祐介君） 集落は３地区それぞれ４集落ということで、今後またそのと

りまとめ中ということでございますが、これもあの、秋から冬にかけての事業ということで

ございます。一応あの、３地区の４集落での実施を予定するというような内容でございます。

それから、いきいき・ふれあい教室につきましては、年間約１０回ぐらいの開催ということ

で、食生活改善推進員の人に、いろいろその食からの健康づくりだとか、生活習慣病等の予

防にかかる部分での実施をお願いしているというような内容でございます。  

          〔「何人くらい」と呼ぶ者あり〕 

◯保健福祉課長（横山祐介君） 平均というか、７名とか、１３名とか、というような、大体

１０人前後の参加というような内容でございます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） まあ、様々なこの介護予防事業の活動実態ということだと思います。

昨日、一昨日ですか、その、敬老会ございました。私も朝日地区に参加させていただきまし

た。年々、数が増えているのかなと。明和地区に至っては数が多くて湯ら里での実施になっ

たということでございました。３地区で６５０人ですか。の参加があったと聞いております。

そういう中で、あれは、あそこの敬老会にご参加いただけるご老人の方々は健康な人達が主

だったと思います。あの人たちが毎年、敬老会に出られて、８０・９０代、それから、あの

ときの教育長の話で、全国で５万人ですか、１００歳以上。その中で只見町では７人の１０

０歳長寿の方がおられるという話も聞きました。まあ全員１００歳以上になってもらえばも

らったでまあ、町でも大変ですが、ともかく長生きしていただけるような環境が一番重要な

のかなと思いますので、是非、この取り組みは今まで以上に頑張っていただきたいなと思い

ます。 

それから２番目の、活動団体の育成と活動拠点の現状、整備計画ということでの先ほどの

答弁ございました。まあ数集落でいきいきサロン事業を実施されている。そこに保健師を派

遣するなどの支援をしてまいりたいということでございましたが、その数集落のその活動実

態ですか、まあ何人くらいの人が集まって、どういうことがされているのか。そして、その
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保健師を派遣してどのような支援をされるのかお聞きします。 

◯議長（齋藤邦夫君）  保健福祉課長。 

◯保健福祉課長（横山祐介君） ちょっと細部までは確認はしておりませんでしたが、例えば

小川地区でありますとか、楢戸につきましても、回数的には２・３回というようなことで、

集落内にいらっしゃる高齢者の方々のその集まりの場等の提供をしているというようなこと

でございます。で、サロン的なものにつきましては、今後、先に話の中で出ました、ゆう悠

クラブだとか、おたっしゃ教室、あるいはいきいき・ふれあい教室等の回数の増加であった

り、あるいは参加者の増加を図っていった中で、プラスアルファとしてこのいきいきサロン

事業等に取り組んでいらっしゃるその集落なんかも巻き込んで、さらにその介護予防のほう

に、介護予防のほうの推進を図っていくというようなことで今考えているところでございま

す。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） 数集落、今聞いた中では、小川、楢戸だけですか。 

  それでこのいきいきサロン。課長は出られたことありますか。  

◯議長（齋藤邦夫君） 保健福祉課長。 

◯保健福祉課長（横山祐介君） 小川地区、それから楢戸はまあ。実際やっているんですが、

まあ曜日の関係、曜日というか、２回実施されたものについては出ておりません。小川地区

については１回だけ参加をさせていただきました。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） 小川は私も参加させて、何回かしたことがありますが、どうですか、

あの内容は。課長はどのように考えて、今後の展開、今、説明では、ゆう悠クラブとか、お

たっしゃ教室とか、そういうものにどうのこうのとおっしゃいましたが、今、出た感想、そ

れからそれをどのように展開されるのか、もうちょっと具体的にお願いします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 保健福祉課長。 

◯保健福祉課長（横山祐介君） まあ参加した、その、なんていうんですか、その時の実感と

いうのは、高齢者の方々が一箇所に集まって、まずは楽しくその時間を過ごされていたなと

いうふうに思います。結局その、みんなと一緒にこう、話をしたり、食事をしたり、あるい

はその中であの、先ほどのその、保健師等によるその健康づくりの話であったり、運動であ

ったりとか、そういうのを今後することっていうのは、やっぱり非常に大切なことだという
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ふうに思いますし、その実施される集落等が増えていけばいいなというふうに思っておりま

す。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） ここで、活動団体の育成というところだと思うんですね。この実施

している、その小川、それから楢戸というところで、やはりその地域の高齢者にはなってい

ない世代の人達、区の役員とか、婦人会とか、その地域の人達が中心になってやっている活

動だと思いますが、この人たちに対する町等々の支援が何ができるのか。こういうところを

考えて、それで有効的な支援をしていくということが、この活動が育っていくというか、広

がっていくというか、そういうことに繋がるのではないかなと思いますが、その辺のところ

は課長は参加してみて、今後、どのようなことが必要かなと思ったのかお聞かせ願いたいと

思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 保健福祉課長。 

◯保健福祉課長（横山祐介君） やはり、受け入れという部分も必要に、受け入れしていただ

くというようなことも必要になってくるかと思いますので、そこら辺のその、まあ、重要性

というか、そういうのをその、根強くまあ、理解していただくような、そういう話をしたう

えで取り組んでいただくというようなことをしていきたいというふうに思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） まあ、再三申します。本当に高齢化が進むこの町で、やはりまあ、

高齢化はまあ、進んでいるのが現実で、そういうお年寄りが多いわけですから、ただ必要な

のは、そういうその医療・介護が必要のない元気なお年寄りを増やしていく、一人でも多く

元気な老人になって、病気になるような人はできるだけ出さないようにする工夫とか、仕組

みとか、活動だと思いますので、今課長が言われましたように、それを目的に頑張っていた

だきたいなと思います。よろしくお願いします。 

  それでは最後の質問、道の駅整備計画についてでございます。今、答弁がございました。

その中で、２５年度やってまいりまして、２６年３月に構想策定業務委託成果報告書が出た

わけでございます。この説明も委員会で受けたやに記憶しております。その説明の中で、そ

の成果報告書の中で、一番最後に、今後のスケジュール等々ありました。この中でも、委員

会でも発言させていただきましたが、町長との３月の答弁でも言いました。その、なんとか

委員会、検討会、どうのこうのは、今までもずっとやってきたと思います。今必要なのは、
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ともかく、そこからもう一歩踏み出して、実際的に現実的な対応のできる組織にして活動す

ることが必要だということで、設立対策準備室の設置をまずやって、取り組んでいただきた

いというようなことを再三申しました。そういう中で、今の答弁の中での、こういう内容だ

と思いますが、詳しく、今後の具体的なタイムスケジュールも含めて、本当にこれを造る気

があるのか・ないのか。それも含めて具体的に説明していただきたいと思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） 観光商工課長。 

◯観光商工課長（渡部公三君） 道の駅のご質問にお答えしたいというふうに思います。  

  この事業。まず、取り組むべきかどうか。それをまあ、２５年度の基本構想の検討委員会

の中で、造ることありきではなくて、この地域に道の駅が必要なのかと。ある場合にはどう

いったものでなければならないのか。どういったものを造っていくのか。そういった意見交

換を町民、それから地域のいろいろな業者さん、関係団体の方を含めた１４名の体制でこの

検討委員会を立ち上げ、協議してまいりました。その結果、この只見型道の駅を造るのであ

れば、やはりこれだけの交通量や人口、こういった条件不利域の中で、他地域にはない、只

見に特別な道の駅をと。その特別な道の駅を造ることであれば、この地域に道の駅はあって

もいいだろうということの意見でありました。よって、ではどういったその道の駅が只見に

造ればいいのかということを、様々に意見提案をいただいて、今、基本構想の中からさらに

絞り込んだ基本計画を策定するために、今年度、事務局案としてその基本計画を、策定案を

作りました。それを基に現在、今、第１回目の検討委員会を開催しまして、具体的な位置的

なところであるとか、それから、どういった機能であるとか、どういった組織であるとか、

そういったところを個別具体的に今検討をしているところでございます。で、これはまだあ

の、結論がまとまっておりませんので、今ここで説明できる段階ではありませんが、今後、

１回、２回の検討では十分ではありませんので、今後はその検討委員会を町民の方にも公開

しながら、その検討委員会を進めていこうと。そして、それには町民の方々にも理解や意見

や、そういったものをいただく機会を設けながら、そして、只見型道の駅を整備していきま

しょう、造っていきましょうということを確認したところであります。そのための、まず、

基本的なコンセプトとして、この地域の人がどう関わり、そこに集い、活躍できるか、活動

できるか。そしてあの、町長答弁にもありましたように、より多くの地域住民が関わって、

喜び集い、多くのそこに観光客が集まる、そういった道の駅を造っていきましょうというこ

との結論であります。それにつきましては、現在、その体制準備室ということまで具体的に
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はいきませんが、その体制づくりを年度内につくります。検討いたします。そして２７年に

基本設計に至るまでの運営体制の組織化を図ります。そして、翌２８年には実施設計と人材

育成を行いながら、３年後の２９年に着手したいというようなことで現在進めているところ

でございます。よろしくお願いします。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） 全部、その、なんですか、検討委員会、どういう人が集まっている

のかわからないが、まあ、その中で全部準備して、そして、何年かかけて検討委員会が基本

計画。そして基本設計。運営組織の設立・検討。組織を設立して、そしてもう施設をつくる。

私あの、何年間もこの道の駅で、まあここでも質問等話させていただきましたが、施設を造

る話。どこに造るとか、どういうものを造るとかっていうことの前に必要なものがあるでし

ょっていう話を、もう口酸っぱく言わせていただいたんですよね。ともかく、やる人が中心

になって、今言ったことを考えなければ、検討委員会でそういう人達が検討をしたと。さあ、

それで募集するから来てください。この内容でやりますから、この内容わかる人だけ集まっ

てもらえればいいですよというような形でやって、俺は成功したためしはないと思うんです

よね。やっぱり、だから最初からその設立準備委員会の設立は、私は例えば町の職員の中で

専従職員は必要だから、二人とか三人とか、それになっていただいて、あとは広く、全国で

もいいですよ。本当にやる気のある人を公募して、入っていただく。ただその内容を精査し

て、それを組み立てていくには、３年とか５年とかかかるんだから、その人達の生活も必要

だから、それは臨時職員として採用して、その中で、それは人事異動も何もなしで、それは

３年とか５年はその役場職員は中心になってやる。そして、そのほかから入った民間の方も

中心になって、いろいろの一つ一つの課題があるのは、勿論、課長も知っていると思います

が、それをやるために３年・５年が必要だと。それで見えてきたものに対して、じゃあどこ

に造るのか。どれくらいの規模の、どのような道の駅を造るんだという展開にならなければ

だめじゃないですかという話は再三させていただいたように自分は思っております。そして、

理解も、まあされてきたのかなという、自分だけでは思ってたんですが、今、課長が言われ

たようなスケジュールで、の計画で、はたしてちゃんと実行できるのかなというふうに疑問

を今、私は感じました。まあ、それはそれで、ともかく始まったわけでございますから、私

の今言ったようなことも念頭に置いて進めていっていただきたいと思います。  

  それではこの中で、答弁の中で、多くの農家の人、町民の関わりとありました。本事業の
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目的は、地域産品に付加価値を付けた商品として町内外へ販売していくことだと考えており

ます。そのために重要なことは地域資源の掘り起こしと、多くの農家や加工業者が特産品開

発や６次化産業に関わり、という説明でした。ここのところ、今、私はちょっと理解できな

いんですが、まずこの中での、多くの農家の関わりというのはどういうふうに捉えていらっ

しゃるのか説明して下さい。 

◯議長（齋藤邦夫君） 観光商工課長。 

◯観光商工課長（渡部公三君） 町長答弁の中にありました、この多くの農家や加工業者の関

わりという部分でございますが、これはやはりあの、この事業は道の駅を造ることが目的で

は、最終目的ではないというふうに思います。それは大塚議員もご承知だというふうに思い

ますが、この地域のそういった資源をどういうふうに活かして、それを商品化し、経済活動

に結び付けるか。それには地域の農産物や加工業者が、これが必要不可欠でありまして、ど

ういったものを造るから、どれだけの１次産業で農家の方に協力してほしい。または、こう

いった場所の提供、販売の場所の提供を町のほうで用意するから、ここでどうぞ、直売的な

農家の参加をしてほしい。そういったことでいろんな農家や加工業者の関わりは必要不可欠

でありますし、その中で、６次化、地域の産品を使った商品化というのは、これはもう必要

不可欠ですし、この成功がなければ、この道の駅の成功はありません。また、この６次化の

成功があれば、むしろ道の駅はなくても、そういった経済的な活動展開にはなっていくのか

というふうに思いますので、そこの部分を基本構想・基本計画の中で具体的に描いて、議員

おっしゃるような、その後、具体的な基本計画の中でどういう動きをするのか。それによっ

て人材を確保して組織化していきたいというふうに考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） 今言われること、ごもっともだと思います。そういうことだと思い

ます。私聞いたのは、その多くの農家ということの関わりということ、私の言った意味は、

まあ、ちょっと数字的には、１回、農林振興課長に聞いたほうがいいのかな。その、例えば

只見町にどういう農家、例えば認定農家、トマト農家とか、奨励作物農家等、それから中小

零細農家含めて、どのような構成になっているのか。これを聞いてからのほうがいいのかな

と思いますので、その辺の数字、ちょっと説明してください。  

◯議長（齋藤邦夫君） 農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） ただ今のご質問でございますけれども、ちょっと細かい数
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字というのは 

          〔「大体で良いです」と呼ぶ者あり〕 

◯農林振興課長（二階堂一広君） というのは今持ち合わせてないんですけれども、認定農家

につきましては、現在のところ約５０農家程度になっていたかと思います。詳細については

ちょっと、申し訳ありませんが。そして、そのほかについてはですね、その認定農家のほう

につきましては、大規模農家というのが、まあほぼ、こちらに入っているということでござ

いまして、残りの農家につきましては、小規模農家、あとは販売を行っていないでまあ、や

っていらっしゃるという方もいらっしゃると 

          〔「それがどれくらい」と呼ぶ者あり〕 

◯農林振興課長（二階堂一広君） 数字については、申し訳ありません、詳細には把握してお

りません。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） この認定農家は奨励作物等々のトマトであったり、米であったり、

アスパラであったり、花卉類であったり、こういうことを大規模にやっていらっしゃる農家

が５０農家くらいということなのかなと思います。それから中小零細で、もう、人に、農地

はあるんだけども、自分でなかなか歳とってできないとか、そういう人含めて、中小零細か

な、その、先ほどの２番目の質問で健康に対する質問をしましたが、やはり、体もまだ健康

だから、ある自分の田んぼであったり、畑を使って農作物を作るというような感じに捉えら

れるような農家の数だと思います。６００とか７００とかはあると思うんですけども、まあ、

私が言った多くの農家の関わりという部分はここだと思っているんですよね。その健康で長

生きするそのご老人、自分の家に持っている畑とか田んぼとか、田んぼはもう任して、その

認定農家の人に耕してもらって米作っていると思うんですけども、その残った畑で、自分で

作りやすい、今、作物作っていると思うんです。今年なんか、まあ、あちこちから私のとこ

ろにも電話あったんですけども、スイカいらないかなんていう人、一日何人も電話もらって、

うちでもばあちゃん作ってるからいらねえやなんて言ったことがあったんですけども、とも

かく、作りやすい作物を作っているような農家の人がいっぱいいると思うんですよね。で、

まあ、やはり、人間、土に接しているのが一番安心して落ち着くみたいで、ともかく作るん

ですよね。で、作物がなった時に、今度はその処理に困るわけ。自分のうちで食べられるの

は限られているし、で、最初採れた時、隣近所の人とかにあげたりして、そして遠くにいる
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自分の子供とか孫に送ったりして、それでもやっぱり余して、というような状況だと思いま

す。少ない自分の年金から、その送る、宅急便で送ったりなにかするという姿も見受けられ

るんですけども、やはりその、俺がその道の駅のその作物、１次産業で作ったり加工したり

するという部分の対象農家は私はそこだと思っているんですよね。そういうところの検討も

必要ではないかなと思っているんです。そういう農家の人に、自分で好きな作物でなくて、

やはり、この町でどういう作物を作って、そしてどういうその農作物の加工品を作るのか。

そしてどういう販売をしていくのか。それを練ったうえで、本当に十二分に検討しなきゃな

らないと思うんです。それで、それに必要な作物を、そういう農家の人に、お年寄りの人に

作ってもらうと。そしてそれで、年金生活者の人に、年金の収入だけでなくて、本当にいく

らにもならないと思いますが、その小遣いの足しになるような、そういうのをやって、そう

いう仕組みをつくって、そういうのに参加していただくというのが必要ではないかなと思っ

て、私この産業の６次化であったり、その終着点が道の駅なのかなというふうに考えて提案

を、議論をさせていただいてきたつもりであります。 

  まあ、私のこの多くの農家の関わりということについての私の考えについて、課長、どう

考えて、まあそれが、今後の展開にちょっとは参考になるのかどうなのか、お聞かせ願いた

いと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 観光商工課長。 

◯観光商工課長（渡部公三君） この道の駅を通じて、多くの農家の方が関わりを持つという、

その意義でありますが、これについてはあの、大塚議員がおっしゃるとおりで、この農業の

技術だったり、この経験、こういったものは、言い方はあれですが、高齢の方、年配の方、

私達にはとてもあの、及ばない、大変な技術と経験を持っていらっしゃいます。またそうい

った方の活躍が道の駅には欠かせませんし、さらには、この後、質問もあるかと思いますが、

この地域の景観形成にも欠かせないものだというふうに思っております。これを道の駅で捉

えた時に、やはりあの、小規模の耕作されている方を救わないと、救わなければ、広く、多

品種にもっていく必要もあると。その時に一番問題になるのは、そのことも検討しているん

ですが、どうやってそういったものを広く集めるか。一部の人じゃなくて、一部のその大規

模農家じゃなくて、もっと小規模の農家の方でも気軽に参加して集える、そういった仕組み

をどうしてつくるか。それは、やはりあの、待ち受けていては難しい。つまりは、こちらか

ら取りにいく。そういったことが必要ではないのかなと。これはあの、情報提供も、情報収
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集も含めまして、いろんな意味でものを取りにいく、そういったシステムをつくっていかな

いと、この道の駅にはきちっとした事業化は難しいのかなというふうに考えております。で

すので、今ここで、じゃあ、その取りにいくのを具体的には今申し上げることはできません

が、そういったことを構想の中には検討をしているといったところでご理解いただければと

いうふうに思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） ９番、大塚純一郎君。 

◯９番（大塚純一郎君） それでは、今、課長言われたとおりだと思います。ここに、最後に

書いてあります。より多くの地域住民が関わり、喜び集い、そこに多くの観光客が集まる只

見型道の駅の整備実現に向けて推進してまいりますと、締めくくってありました。答弁に。

是非、そのように一日も早い実現に向けて頑張っていただきたいと思います。  

  これで質問を終わります。 

◯議長（齋藤邦夫君） これで、９番、大塚純一郎君の一般質問は終了いたしました。 

  ３時１０分まで、暫時、休議いたします。 

 

     休憩 午後２時５６分 

 

     再開 午後３時１０分 

 

◯議長（齋藤邦夫君） それでは、引き続き、会議を開きます。 

  一般質問を続行いたします。 

  ５番、新國秀一君の一般質問を許可いたします。 

  ５番、新國秀一君。 

          〔５番 新國秀一君 登壇〕 

◯５番（新國秀一君） 通告に基づきまして、一般質問をさせていただきます。  

  質問項目、６項目ございますので。 

  １、ダム放流時の通報並びに住民への周知等に関する協定書について。平成２３年７月の

豪雨災害当時、町の公式見解は協定書は存在しないという結論になっていますが、今現在も

それで間違いがないかお聞きいたします。 

  二つ。小規模水力発電に対する町の今後の方針について。ユネスコエコパーク登録後、エ
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コエネルギーに町はどう向き合われていくのかお聞きいたします。 

  ３、町職員の超過勤務手当について。町長の超過勤務に対する基本的な考え方を示してい

ただきたい。 

  ４、町の住宅政策について。今後の計画と予定していた只見町堂間下地区の開発はその後

どうなったのかお聞きいたします。 

  ５、復興基金について。現在の推移と今後の見通しを示していただきたいと思います。  

  ６、本年７月の水害について。新町下の農地水没の対応についてお伺いいたします。  

  以上、６点です。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

          〔町長 目黒吉久君 登壇〕 

◯町長（目黒吉久君） 一つ、ダム放流時の通報並びに住民への周知等に関する協定書につい

てでありますが、平成２３年７月の豪雨災害当時、ダム放流時の通報並びに住民への周知等

に関する協定書は存在しないという結論に間違いないかというご質問でございますが、豪雨

災害後に町と電源開発双方で確認いたしました結果、協定書という形で明文化されたものは

ないという結論に至っております。なお、平成２４年６月２５日、只見町長と電源開発株式

会社東日本支店長とで、ダム放流時の通報並びに住民への周知等に関する協定を締結してお

ります。 

  次に、小規模水力発電に対する町の今後の方針についてでありますが、ユネスコエコパー

クは自然と人との調和と共生を目的とする取り組みです。本町にはクリーンエネルギーとい

われる水力発電施設が立地しております。田子倉発電所は総出力４０万キロワットで、日本

で２番目の出力を誇る水力発電所であります。本町がエコエネルギーに貢献している事例と

考えます。さて、町内で大規模水力発電はしているが、その電気を利用することができない

仕組みが現在の電気供給のあり方だと思います。本来、只見で作った電気は只見で消費する。

いわゆる電気の地産地消ができれば理想だというふうには考えてはおります。ご質問はエコ

エネルギーに町はどう向き合っていくのかでございますが、現在、太陽光発電については住

宅用太陽光発電システム設置モデル事業補助金を設け推進しております。また、木質バイオ

マスについても取り組んでおります。小規模水力発電に対する今後の方針ですが、町内では

現在のところ水利権等の課題もありますので、今後更なる検討が必要であります。  

  次に、町職員の超過勤務手当についてでありますが、超過勤務手当につきましては職員の
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給与に関する条例第１５条の規定に基づき、支給しているところであります。時間外勤務の

基本的な考え方でありますが、長時間にわたる時間外勤務は職員の健康保持・増進に悪影響

を及ぼすばかりでなく、職業生活と家庭生活等との調和にも支障があることから、過度な時

間外勤務実態が生じないよう取り組んできております。また、改めて言うまでもなく、時間

外勤務はあくまでも臨時の必要がある場合において命じることができるものであり、日常的

に効率的な業務の進行管理に十分に努め、必要最小限にとどめる考えで取り組んでまいりま

した。しかしながら、原発事故や豪雨災害以降においては、町民生活の安定と住民福祉の向

上のため、やむを得ず時間外勤務が増加する実態が生じたことから、業務量に応じた人員配

置の見直し等を行い、改善を図ってきたところであります。一方、国においては職業生活と

家庭生活の両立を支援するという観点に留意しつつ、政府全体として更なる労働時間の短縮

に取り組むこととし、特に超過勤務の縮減に重点的に取り組むこととされております。以上

の点を踏まえ、時間外勤務の縮減を図っていくことが職員の健康障害を防止するとともに、

心身のリフレッシュを促進し、結果として職員の士気を高め、公務能率の向上に資するとい

うことを再認識し、効率的な業務運営に努めてまいります。 

  町の住宅政策についてでありますが、今後の町の住宅政策としましては、町営住宅のスト

ックを効果的に修繕・改修を進め、居住環境の維持向上を図るとともに、建物の老朽化対策

を検討してまいります。また、目的に応じた住宅建設や改修への支援、民間資本を活用した

賃貸住宅の提供等、直接供給方式によらない住環境の整備や、現在行っております冬期間の

住宅管理に係る克雪対策事業を継続して行ってまいる考えであります。次に堂間下地区につ

いてでありますが、現在、整地工事に向けた手続きを行っております。今後は、若者定住対

策等に結びつく新たな住宅向けの土地創設に向けた検討を行ってまいります。  

  復興基金についてでありますが、平成２４年度に４億円を積み立て、平成２５年度は５億

円を積み立てました。これまでの支出でございますが、被災者生活再建支援事業では９月１

６日現在、１７５件、３億７３１万９，０００円を執行しております。このほか、防災無線

LAN 整備事業に１億６，０００万円、スーパープレミアム商品券発行事業補助金に１，０６

０万円を計上しております。また、本会議におきまして、スーパープレミアム商品券発行事

業補助金、中小企業等豪雨災害復旧・復興支援補助金の補正予算で基金を財源とする計上を

お願いしております。さらに今後の見通しでありますが、農林振興事業、田子倉レークビュ

ー改修整備事業、只見沢無料休憩所整備事業、青少年旅行村宿泊施設整備事業への基金の活
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用を考えております。さて、ご存じのように基金の処分は平成２６年度までとなっておりま

すので、今後、処分期間の延長について県と協議していきたいと考えております。  

  本年７月の水害についてでありますが、７月９日の大雨により、只見用水の只見川流末に

近接する大字只見字新町地内の一部農地が冠水しているのを大雨被害調査中の町職員２名が

確認をしております。只見用水の只見川流末には新町排水ポンプ場が設置されており、只見

川の河川水位にかかわらず一定量の排水が可能な施設となっております。新町排水ポンプ場

の管理については、町との協定により只見区が管理を行っております。当日は只見区の担当

者が新町排水ポンプ場のポンプ起動操作を行っておりますが、大雨被害調査中の役場職員が

新町排水ポンプ場の近くを通りかかったため、只見区の担当者の求めに応じ、ポンプ起動操

作の補助作業を行っております。今回の農地の冠水は只見用水の排水能力を超える大量の雨

が短時間に降ったことが主な原因と考えられますが、新町排水ポンプ場など集落が管理をし

ている農業用施設については、操作マニュアルの整備等、管理者が必要時に円滑な操作が行

えるよう支援を検討してまいります。 

  以上です。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） それでは、個別に質問させていただきます。 

  １番と６番については関連がありますので後ほど質問させていただきます。 

  ２番の小規模水力に対してですが、過去、２年前ぐらいですかね。町当局も、行政のほう

も、民間のほうも、小水力については研究調査を進めてきました。たぶん同じような結論が

出たんではないか。有望地はあったんではないかと思います。にもかかわらず、なかなかそ

の、まだ検討してまいりますでは、やる気があるのか・ないのか、まずお聞きしたいんです

が、担当課はどこで、どう取り組んでいくのか、もう一度お聞きします。  

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） それではあの、２番目の小規模水力発電に関する関係で、エ

コエネルギーという関係でありますので、その担当課ということで話をさせていただきます。

議員おっしゃるように、何年か前から、町内、有志の方が集まられまして、そういった研究、

勉強会をされて、そういったご要望、ご提言があったことはそのとおりでございますし、町

といたしましても、議会の予算をいただいて、福島市町村支援機構のほうに、その調査をお

願いしたという経緯はございます。また、その調査結果についても報告書という形で説明の
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機会をいただいたというふうに記憶しております。その後、水利権、有望なところとしては

只見用水の取水からまもないところですけども、そこを有望として検討をしてまいりました

が、水利権等々の問題がございまして、そこについては非常に難しいという判断をして説明

をさせていただいたというふうに記憶しております。その後、その話と直接結びつくもので

はないかもしれませんが、軽水力発電機という発電機を、これまた議会のご理解をいただい

て１台購入して、只見用水を使った発電のあり方としては軽水力発電機ということで、現在

それを活用していきましょうということでとりまとめをさせていただいたという経過がござ

いますので、小水力発電については、現在の段階では、只見用水含め、ほかのところも含め

まして、具体的にどこを、どういうふうにやっていくという具体的なものは俎上には上がっ

ておりません。 

          〔「担当課はどこだ。担当課は」と呼ぶ者あり〕 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） エコエネルギーという関係では総合政策課ということでござ

います。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） ということは、検討をしてまいりますと言いながら、小水力について

は何の具体的な話もないということでよろしいかと思います。  

  それから、木質バイオマスについても、取り組んでおりますという答弁なんですが、どの

ように取り組んでいらっしゃるか。どこまで進んでいるのか。その辺をお聞かせ下さい。  

◯議長（齋藤邦夫君） 農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） それではお答えいたします。 

  木質バイオマスの取り組みについてでございますけれども、こちらにつきましては、今年

度の当初予算ということで、湯ら里への木質バイオマスボイラーの導入ということで、調査

設計費の予算をいただいているところであります。それで、現在のところ、福島市町村支援

機構の提案をいただいている事業内容につきまして、市町村支援機構とその内容についてで

すね、内容を詰めているというところでございます。今後は、その詳細設計契約に向けまし

て作業を進めているという段階でございます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） いや、わかりましたが、いつ頃、実用化、配置になるのか。そこら辺

までの検討をされていますか。 
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◯議長（齋藤邦夫君） 農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） 今年度中には実施設計のほう、契約をしまして、来年度、

建設の内容につきましては、今のところ、実施できるとしますと、来年度に実施できるので

はないかというのが今の見込みでございます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） じゃあ、来年度なさるんですね。 

  それからあの、小規模水力でもう一つお聞きしますが、その水利権の課題もありますと。

いったいその水利権を主張しているところはどこで、何の課題があるのか、詳しく説明して

いただきたい。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） 水利権につきましては、大きく言って、議員ご承知のように、

許可水利権と慣行水利権ございます。河川法という非常に大切な法律といいますか、そうい

った制限がございまして、現在は慣行水利権の中で只見用水は取水されてまして、只見区を

中心として農業用水等、防火用水等含めて、そういった只見区住民の方々への日常の生活、

農業生産活動のほうにその水が使われているということでございます。只見ダム建設時、遡

ればもっとなりますけども、喫緊で言えば、最近で言えば、只見ダム建設時に、新たなダム

ができた、できるわけでありますので、そういった条件の中で、従来の流量は確保するとい

う中で電源開発と町のほうで一定の流量を確保するということで、今、只見用水のほうに取

水がなされております。その辺は、慣行水利権というのは、また福島県のほうに届出して許

可を得ると手続きがありますので、慣行水利権は一度手放してしまいますと二度と手に入ら

ないというものになりますので、その辺の現在の農業の状況、生活用水に必要な流量、あと

は養魚場等々ございますが、そういった必要な流量をきちんと確保していくためには、現在

の慣行水利権の中での取水流量確保が大事なことだというふうに思ってます。それを小水力

発電をやったがために、国土交通省のほうでありますが、許可権者は。その結果として、当

初思ってもいなかった慣行水利権を結果として手放さざるを得ない状況になって、許可水利

ということに万が一なってしまえば、それは只見住民の方々を中心とした、著しく、従来の

権限といいますか、既得権枠を棄損するということになりますので、その辺のところは十分

見極めて、推し量りながら進めていかなければならないという状況がまずもってあるという

ことをご理解いただきたいと思います。 
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◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） その水利権の問題で、町が今後、努力して、その水利を使う、町が使

うというか、使わせていただくということは不可能な話ではないと思いますが、そういう努

力は今後なさるんですか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） その水利権の問題を確保、解決して、小水力発電を導入する

という、議員ご質問の方法で進めていくということが一つと、もう一つは、今現在、固有名

詞出しますけど、会津電力という会社が設立されております。そこは地元に密着した、新た

なエネルギーを確保していきたいという会社でございます。そこはまだ、まだまだ、設立さ

れて日時が浅いところでありますが、そういった方々との意見交換も時折重ねておりますが、

福島県のエネルギーをどういうふうに確保していくかという、非常に大きな目的を持って設

立された会社でございます。そういったところも含めた新たな、性能も含めた新たな確保対

策ということも考えられる時期がやってくるかもしれません。そういった意味で大きく二つ

ありますが、まず、今、議員お聞きのところは前段の水利権のところでありますので、その

辺は国土交通省、近隣では阿賀川河川事務所ですけども、そういった許可権者がこの水利権

に関しては大きな許可権、権限を持っておりますので、そこら辺のことは十分見極めて、将

来に向かってそのさらなる検討というふうに町長から申し上げましたけど、その検討自体に

ついてはあきらめないでやっていきたいというふうに思っております。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） はい、わかりましたが、先ほどもおっしゃいましたように、軽水力発

電装置、去年、Cappa だとかなんとかっていうやつが３００万ほどで購入したわけですが、

その後、どのような有効活用をされているのかお聞きいたします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 只見振興センター長。 

◯只見振興センター長（梁取洋一君） 軽水力発電については、ただ今、養魚場の排水を利用

してイルミネーションを設置しております。しかしながら、ごみ問題等で、現在、点灯した

り、しなかったりすることがありますので、納入業者と調整を３回ほど行っている状態です。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） 先ほど課長もおっしゃいましたが、その軽水力発電で終わりのような

話をしないで、せっかくエコパークで自然を愛する町、自然を保護する町なんですから、積
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極的に小規模発電やエコエネルギーとか、再生可能エネルギーの努力をしていただきたいん

ですが、町長、そういう、町の方針としてそういう方針は出せませんか。  

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） そこは先ほど申し上げた、いわゆる検討として申し上げたところです。

ただ、現実的には、従来、課題となっていた場所は水利権の問題で非常に、積極性を取るこ

と自体がなかなか容易でないというところもございます。しかし、今現状にある水路、水量

を利用する、そういったことでやること自体が、エコの町としての、只見としての相応しく、

且つ又、設置した事業目的が、非常にその、効果的だったり、課題にマッチすることであれ

ば、それはやぶさかではありません。また、今後ともその、従来の水路を活用してもですね、

小規模のその発電機自体の技術的な革新等々も、勿論今後も、もっともっと進んでいくであ

りましょうから、ひとつその、設置すること自体も大事ですけれども、その目的ですね、設

置する目的自体が、只見町の目指す町づくりに、やはり合致するということも十分検討しな

がらやっていくことが大事だというふうに思っております。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） 是非、積極的な検討をしていただきたいと思います。 

  時間もありませんので、ほかの質問もありますので、次に移らせていただきます。 

  ３番の町職員の超過勤務手当について、もう一度お聞きしますが、本来、時代は成果主義

なんていう言葉が世の中に蔓延りはじめています。仕事の効率は、現在どこでもパソコンを

使用したり、かなり効率が上がっているんではないかと思います。長時間残業しているのは、

仕事の配分に問題があるのか。職員の能力に問題があるのか。個人のことですから、詮索す

ることはできませんが、町職員の超過勤務についてもかなりの差があるような話もされる方

もおります。特定の人が長時間の残業をしているような情報もありますが、職員の平均的残

業時間を聞こうと思ったんですが、時間がないので聞きませんが、この答弁書の中にも三つ

書いてあるんですよね。取り組んでおります。改善を図ってきたところであります。最後が

努めてまいります。少なくても努力されてはいるんだろうとは思います。努力されているの

であれば結果を出していただきたい。一昨年よりは去年、去年よりは今年と、残業が減って

いますよと、見えるような、町の方針なり、管理者の努力が必要だとは思いますが、その辺

はいかがですか。一言お答えください。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総務課長。 
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◯総務企画課長（馬場一義君） 今ほどのあの、職員の時間外勤務についてでありますけども、

決してその、多いことが良いとは思っておりません。効率的な仕事の進め方、そういったこ

とについても、業務の中で改善を図って進めてきてはおりますけども、総体的な職員の、職

員数がだいぶ減らしてきておりますので、そういった面もありまして、一人当たりの業務量

というものは決して減ってきている状況ではないと、そういったような経過がございまして、

なかなかその減少につながってこないという部分もございます。  

それからまた、町長の答弁にもありましたけれども、原発事故以降、放射線対策、風評被

害対策、そういった部分でありますとか、豪雨災害復旧事業もまだ全て完了したわけではご

ざいませんので、そういった突発的なといいますか、特異な理由によります業務というもの

が結構嵩んできておりまして、そういったようなこともございまして、超過勤務については

なかなか、急激に減少するというような状況には至っておりませんけれども、改めて言うま

でもありませんけども、決してその、多い状態が正常というふうには思っておりませんので、

今後も引き続き、時間外勤務の減少をさせていくと、効率的な業務を心掛けていくと、そう

いったようなことで取り組んでまいりたいと思っております。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） 本来、超過勤務というのは、上司にお伺いを立てて、上司の許可をも

らって仕事をするというのが正常な状態ではないかと思います。特殊な事情があったことは

理解できますが、残業がその、超過勤務が当たり前のような業務体系は間違ってます。間違

っているのなら、なんとか手当をするとか、職員の配置を換えるとか、総務課長がやるべき

仕事はそこら辺ではないかと思います。個人のこともいっぱいありますので、これ以上突っ

込みませんが、努力をしている、見直している、取り組んでいるというのであれば、結果を

出さないと誰も理解できません。今後の、まだずっと永遠と仕事は続くわけですから、努力

の結果を見せていただきたいということを言ってこの質問は終わります。  

  ４番目の住宅政策についてですが、町の住宅政策が、なんか最近、変わったように思いま

す。一つにはその、先ほど町長も答弁の中で、民間資本を活用した賃貸住宅の提供等と。町

が本来やるべきことを、その民間資本を使ってやると。これもまあ、一つの方法ではあった

かと思います。しかし、我々、ひとつも聞かされてなくて、桜が丘みらいの集合住宅に関し

てはいきなりのお話ではなかったかなと。 

それから、以前から当局から示されてました、その２番議員がよく言われる心中坪の住宅
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計画ですが、あれは国の資金も入っていたように思いますが、繰越されたのは知ってますが、

具体的に今後どこまで進めていくのか、ひとつお聞かせいただきたい。  

◯議長（齋藤邦夫君） 環境整備課長。 

◯環境整備課長（酒井惠治君） まず、住宅政策に関しましてですが、変わってきたというご

意見でございますが、それはまあ、時代のニーズに合わせて変化をしているというように考

えております。まず、公営住宅を整備をしておりますが、それは公営住宅法に基づきまして、

目的を持って整備をしてきたものでございます。それが、続けている中でそれでは済まなく

なりまして、様々なニーズ、いわゆる若者が住みやすい、それとか子供世帯が住みやすい住

宅ということで変わってきております。それも準備をしながら、そして今の賃貸住宅という

ことにもつながってきているわけでございます。なかなか公営住宅法は制限がございまして、

自由に入れないということでありますので、自由に入れる住宅を供給して、定住に繋げるの

が我々の務めかなというふうに思っております。 

次に、心中坪、堂間下地区でございますが、繰越事業として今年、事業の手続きに入って

おります。なにせ工事量の増大、人員の不足ということもございまして、繰越事業というも

のが増えております。その中でも請負業者さんが様々な努力をされまして、その社会要求に

応えていこうと言われて努力をなさっているところでございます。これも近々、入札に付す

る予定でございます。そして、答弁書に書いてありますようなものも視野に入れております

のでよろしくお願いいたします。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） わかりました。 

  それともう一つ、住宅問題で聞きたいんですが、仮設住宅のその後の利用についてですが、

前に議会や委員会に説明があったのは教員住宅として再利用するというお話がありました。

不足している教員住宅に再利用できればいいかなと私も思ってましたが、昨今、旅行村のコ

テージとして再利用するというお話がありましたが、方針転換なさった理由は何でしょうか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 観光商工課長。 

◯観光商工課長（渡部公三君） 仮設住宅の再利用の件でございますが、これにつきましては

私もこの３月まで教育委員会で教員住宅の対策を担当させていただきました。そういった中

で、それを教員住宅で再利用という検討もしてきたわけでありますが、様々な、これは奥会

津学習センター等を含めまして、様々な状況等鑑みまして、総合的に判断して、この仮設住
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宅は教員住宅には利用しないという町の方針を決定したところでございます。その方針を受

けて、であれば、この仮設住宅を、現在、旅行村にある一番古い宿泊棟、東バンガローであ

りますが、築４０年近く経ってございますが、そこがもうかなりの老朽化になっております

ので、その再利用を旅行村で検討して、旅行村の宿泊数の増による観光振興に結び付けたい

というようなことで今回計画したものでございます。よろしくお願いします。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） いや、それは結構なんですが、不足している教員住宅の対策はどうな

さるのか。それも一緒に含めた計画でないとなかなか理解し難いんですが。  

◯議長（齋藤邦夫君） 教育長。 

◯教育長（齋藤修一君） 教員住宅につきましては、不足している状況については、過日の本

会議、あるいは常任委員会の中で説明をしてきたところであります。で、今、現在、様々な

まあ、ハード事業がありまして、そういう中で全体的な調整の中で、今後、教員住宅につい

て、尚、検討しなければいけないという状況であります。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） いや、元々不足しているんだから、なかなか検討されても難しいと思

うんですが。そういう計画がまだおありにならないということなんでしょうかね。  

◯議長（齋藤邦夫君） 教育長。 

◯教育長（齋藤修一君） いやあの、不足の状況については、繰り返しになりますが、そうい

う状況の中で、現実的に取れる対策ということで、一つは、空き家の状況、それからあと町

が持っている施設の中で教員住宅として寄与していただけるもの、そういった状況。それか

らあとは人事面で、できるだけその住宅の状況が生じないような形での人事面の可能性も探

るというようなことで、現実的にはそういう状況を踏まえながら、進めていきながら、ハー

ド面の教員住宅、そういったことの検討に入るという状況であります。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） はい、わかりました。ご努力されていると思いますが、十分に計画を

持って、只見に来ては住むところがないなんて言われて、隣村に住んで通っていただいたり、

いろいろなさっている状況もございます。教員住宅については不可欠だと思いますので早急

な対策をお願いいたします。 

  それから５番の復興基金についてお伺いします。２年間の限定の基金でございますから、
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今後、今どこまでいっているか、先ほどお聞きしましたが、後で一覧表にして渡して、見通

しを渡していただいて、その後の計画などを示していただければ、今年度、消化できるのか、

処分の延長については県と協議したい、いただきたいと考えておりますなんて悠長なことを

言ってないで、今年度に有効活用できるようにしていただきたい。後でこの分の一覧表につ

いては町民にもわかるように、どういうふうなところに復興基金が使われたか。おしらせば

んでもいいですし、広報ただみでもいいですが、町民にもわかるような資料を提供するべき

だと思います。これは終わります。 

  最後に、１番目と６番目の質問に入らさせていただきます。まず本年度７月９日の水害に

ついてお聞きしたいと思います。資料を配付してください。資料がありますので、皆さんに

資料を見ていただきたいと。 

◯議長（齋藤邦夫君） 資料配付を許可します。 

          〔資料配付〕 

◯５番（新國秀一君） 時間がもったいないので、配付している間にも質問させていただきま

すが、７月９日、どの程度の雨量だったのか。水防本部は立ち上げられましたか。お聞きい

たします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） ７月９日でありますが、すみません、今、手元に資料がござ

いませんが、午前中に水防本部は立ち上げをしてございます。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） 皆さんのところに資料がまわったと思います。なかなかですね、せっ

かく良いポンプがあっても、こういう状態になってしまうと、もうすでに水害が起きている

状況です。先ほどもありましたが、区に委託していると言いますが、おそらくね、あんまり

その、動かし方のシミュレーションしていなくて、間に合わなかったのかなというような気

持ちもあります。もっとあの、簡単な、簡単な方法で改善できるように、改善できないか。

それともう一つ。これ、地図見てもらうとわかるように、一番、直接行ける道路が冠水して

しまいます。そうすると、柴倉橋を通るか、その前のサンマートのほうの道を通るか、その

道しかありませんで、時間がかかる場合もあります。また、直接行けない場合も今後想定さ

れますが、できればあの、五十嵐辰男さん宅前のあたりに、スイッチをつくってもらって、

そこを見ながら稼働できるようなことができないかどうか、検討される気はございますか。 
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◯議長（齋藤邦夫君） 農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） 新町ポンプ場の対応でございますけれども、今あの、町長

のほう、答弁しましたとおり、これについては只見区のほうに、ほかの農業施設、同様でご

ざいますけれども、協定も結びまして、管理をしていただいているところでございます。操

作方法につきましては、区のほうの担当者のほうにご説明は申し上げているところでござい

ますが、まあ今回、このような状況になっておりますので、改めまして、操作マニュアル、

もっと簡便なですね、わかりやすいもの、整備なりを検討させていただきたいというふうに

考えております。あと遠隔操作というお話ございましたが、このポンプ場の構造上、ゲート

の上げ下げといった部分が遠隔操作でできないような構造になっておりますので、その点に

ついては、このポンプにつきましては、あらかじめ自動運転という設定も可能でございます

ので、大雨が予想されるというような状況につきましては、あらかじめ自動のほうに操作い

ただくということも可能となっておりますので、そういった操作方法で対応していただきた

いというふうに考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） そんな良い方法があるなら、こういう状況にならないうちにしていた

だきたかったなと思います。それからあの、７月９日、どの程度の雨量であったかは誰もお

っしゃいませんが、先年の７・２９新潟・福島豪雨災害の時にはなかった協定書や確認書が

２４年６月２５日作成されたと聞き及んでおります。その際には水防本部が立つんだと。立

てば、記録をする方がいらっしゃると思うんですが、記録をされた方は、水害の記録担当と

いうんですかね。刻一刻と変わっていく状況や、電源開発からの電話の取り次ぎや、そうい

うものを記録をする係の人がいると思うんですが、その人は設置されたんでしょうか。  

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 様々な情報を当日、町民の方、関係機関等からちょうだいを

しました。それにつきましては、町民生活課町民係で対応させていただいておりました。ま

たあの、不足の折には他課の応援を得るということで対応するということで努めてまいりま

した。 

◯５番（新國秀一君） 記録係はつくったのかって。 

◯町民生活課長（新國元久君） 町民係で記録係ということで対応させていただいております。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 
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◯５番（新國秀一君） それじゃあ、記録係がいらっしゃるなら、記録があると思います。当

日、７月９日に、どういう記録がされたか。電源開発からいつ電話がきて、どうのこうのと

か、その町民の誰々というとこまではいきませんが、そういう記録はあるわけですね。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 電源開発から通知・通報のファックスを受け取ったとか、そ

ういうファックス等の記録は残してございますし、町民の方々からいただいたものについて

も、ホワイトボード等にまとめる、あるいはペーパーにまとめる等してございます。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） その際ですが、電発からの放流の、放水の広報があったように聞いて

おりますが、その後、放水をされた経緯もなければ、水位が上がることもなかったんですが、

それについては記録に留めてありますか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 記録にはございます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） では、なぜ、その放水をされないということがわかりながら、町民に

知らせなかったのか、その理由を明確に答えてください。  

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） その件についてお答えをさせていただきたいと思います。  

まずあの、放流について、私が存じ上げている範囲で三つ、名前を使わせていただきたい

と思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。まずは発電に関する放流であります。

もう一つは議員おっしゃるダム放流、もう一つが作業のための放流ということであります。

経過を申し上げます。本年１月の下旬でありました、と思いますが、電源開発から只見ダム

点検作業、そして修繕作業のための作業放流をするということで通知を受けてございます。

送電によりまして、今年の７月末まで作業放流ということで継続をしてまいりました。まず

これを前提にお聞きをいただきたいと思います。そういった中でありますが、７月９日、雨

が降りました。こういった状況ですと、ダム放流しなければならないという判断を電源開発

はしまして、その通知を町は受けました。それに基づきましてダム放流の注意喚起の放送を

したところであります。しかしながら、その後、雨がそれほど続きそうにはない、一定程度

の放流をしなくて済むという状況になったという電源開発の判断であります。その一定程度
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の放流というのは、通常の発電放水の量を越えない範囲ということだそうであります。これ

につきましては、今申し上げましたように、そういうことになりますと、作業放流を行って

いるので、その範疇の放流増ということで対処できるという判断だったそうであります。そ

ういった連絡を受けました。そういったことでダム放流はしないと、作業放流の延長で行う

という判断をしたという連絡は受けました。 

          〔「町でどう判断をしたか」と呼ぶ者あり〕 

◯町民生活課長（新國元久君） しかしながら、作業放流しているということではありますが、

何の放送もない中で、当日、ピーク量３００数十トンであったと思います。そういった水が

流れるという結果になりました。通常、発電であれば、発電をしますという放送をします。

そしてサイレンも鳴らします。河道内にいる方々にもお知らせをします。しかしながら、当

日、その発電放流ではなくて、作業放流の延長ということでありますと、水が増えても河道

内にいる方々にお知らせをする手段はございません。現実的に３００数十トンの水が流れま

した。そういったことから、私どもといたしましては、ダム放流はしないけれども一定程度、

発電のマックスぐらいの水、上限に近いぐらいの水は只見川を流れるということであります

から、ダム放流をしないという放送になりますと、放流がないという誤解が町民の方々に生

じます。そういったことを防ぐために、決して只見川が安全ではないという状況をわかって

いただくということが必要であろうということから、ダム放流をしませんという放送をしな

いという選択をさせていただきました。仮に、しないという放送をしますと、安全だという

誤解があって、河道内に入る、あるいは作業業者さんが作業をする、いろんなことが生じる

可能性があります。そういったことを防ぐという目的でありました。結果としましては、ダ

ム放流をするという連絡を受けて放送はしました。その後にダム放流という形でなくて対処

できそうだと、ダム放流はしないという連絡も受けました。しかしながら、今申し上げまし

たように、結果として、ピーク時３００数十トンの発電放流の上限に近い数量が流れたわけ

であります。これを住民の方々に知らせないで危険にさらすということはできませんので、

ダム放流をしないというような、誤解を与えるような放送はしないという選択をしたという

ことであります。こういったことでありますので、ご理解をちょうだいしたいと思いますし、

電源開発に対しましても、そういった一定程度以上の水が流れるのであれば、発電であって

も、ダム放流であっても、何らかの周知をしていただくような手段を考えてくださいと。法

令の範囲内であったとしても、そういう安全対策を検討してくださいという申し入れをした
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ところでありますのでご理解をちょうだいしたいと思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） まあ、なかなか理解できませんが、町民はこれから増えるんだろうか

って不安に思っているんだから、これ以上増えないとか、放流はないとかっていうほうが町

民には親切じゃないかと思うんで、そこら辺、もう一回検討して下さい。  

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 今手元に、時系列の詳細な放流数量の資料がないので、正確

には申し上げられませんが、午前中にダム放流の放送をしました。その当時は１００数十ト

ンだったと思います。その後、放流量が増加しまして、当日夜にかけて、ピーク時３００数

十トンの水が流れました。これをご理解をいただきたいと思います。そういった中でダム放

流をしません、中止しましたという放送は、流域の方々、河道内にいる方々、作業される方々

等に不安を、あるいは誤解を与えるものというふうに考えましたので、しないという放送は

しない方がいいだろうという判断でありましたのでご理解をいただいきたいと思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） 資料を見ていただくとわかるように、こんなときに河道内で作業をす

る人がいるわけないじゃないですか。町民に安心を与える放送を考えてくださいと頼んでい

るですから、その検討してもらえませんか。していただけるんですか。  

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） おっしゃるように、町民の安心安全のための放送を心掛けた

いと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） はい、わかりました。 

  それからあの、災害本部や防水本部とか、対策室ができると、記録係は必ず、どなたか担

当の方が専門に記録なさる方ができるんですよね。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 先ほど町民係で対応させていただきましたと申し上げました

が、メインになる職員はございます。しかしながら、いっぺんに複数の電話、情報が入るこ

ともございます。なので、ホワイトボードに記録をしたり、あるいはペーパーにまとめたり

しますが、メインになる職員はおりますが、二つの電話をいっぺんに受けるわけにもいきま
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せんので、複数の職員が対応させていただくと。それをとりまとめるという形になってござ

いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） いや、複数でも結構です、ホワイトボードでも結構ですが、後でまと

めてその資料は作られるんですよね。刻々と動く情報やら、災害の情報は記録としてまとめ

られて、後で見てもわかるようになっているわけですよね。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 当日のものはまとめてございます。水防本部も（発言者あり 

聴き取り不能）しましたので、その折にも資料として配付はしてございます。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） ということは、３年前の新潟・福島豪雨災害にも、ちゃんとその記録

をとる方が何人かいて、ホワイトボードに書いたり、その記録をとる方がいらっしゃったわ

けですよね。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） ３年前にも専属の職員というわけにはいきませんでした。非

常な豪雨でありましたし、大きな被害も出ました。多くの方から様々な連絡をいただきまし

たので、とりまとめる係、そういった方は設置をしましたが、一人の人が全ての情報を処理

したということではございません。全体で処理をさせていただいたということであります。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） ですから、できる限り記録して、記録されたということでよろしいで

すか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） そういったことになろうかと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） ここで聞きたいんですが、当時、宿直記録に戻りますが、宿直者の記

録には、町当局にこういう電話がきたよと、対策本部に報告したと書いてあったり、おっし

ゃっています。そのことは記録にありますか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 本部の記録にはなかったように記憶をしてございます。  
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◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） なかったわけですね。宿直者の宿直記録が間違っていたか、宿直者が

怠慢で職務を果たさなかったということになろうかと思いますが、それでよろしいですか。  

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 本部の記録ということではなくて、別なところに記録があっ

たというふうに記憶しております。 

◯５番（新國秀一君） 別なところじゃなくて、具体的に言ってください。別なところってど

こだ。 

◯町民生活課長（新國元久君） 宿日直の日誌であったかと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） では、日誌にはあったが、その事実が記録はされていないということ

でいいね。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） はい、そういうことであろうかと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） またあの、その宿直者はこうも言っていらっしゃるんですよね。本部

に報告したら、町長が内容を確認をしろと職員に指示し、職員は JP に電話したというふう

なことをおっしゃっているんですが、これも町の記録にはないということでよろしいですか。

電話だよ。電話は記録に残るぞ。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 今ほど、手元に当日の時系列の表がございませんので、確認

をする手段はないんでありますが、後ほど確認をしてみたいと思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） まずね、一つの疑問は、時間がないから進めますが、なんで対策本部

が立っているのに、宿直者が電話をとらなくちゃいけないか。そういうシステムに対策本部

はなっているのか。そこからお聞きします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） 記憶の話で申し上げたいと思います。当日でありますが、停

電になって、電気がないと使えない電話もございまして、そういったことから使える電話が
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限られたということがあって宿直の人がお取りになったのかなと、今現在想像しております。

そういったことであの、停電でも使える電話、今も、被災後に整備をさせていただいており

ますが、そういった電話、何回線かございますが、そういったことで停電後には電話が使え

なかったのかなと。これも今、手元に記録がございませんが、そういうふうに想像してござ

います。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） はい、わかりました。そういうこともあったかもしれませんね。停電

前だとは思うんですが、そうだったかもしれません。 

  以上あの、災害本部や水防本部、豪雪対策もそうだかもしれませんが、記録というのは重

要なことなので、担当者を決めて、責任を持たせて記録をとらせる。その記録を後で検証で

きるようなシステムがないと、町の防災とか、災害に対して、ちょっと足りないんではない

かと思います。全ての記録をとることは難しいと思いますが、そういう努力があって初めて

検証されていく、水害、災害が検証されていくんではないかと思いますが、そこら辺はいか

がですか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町民生活課長。 

◯町民生活課長（新國元久君） おっしゃるとおりで、記録は重要であるというふうに認識は

してございます。そういったことからも、職員の動き、こういったものを毎年、確認をしな

がら、正確な記録ができる、正確な行動ができるというふうに研鑽をつんでまいるというふ

うに考えてございます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） では最後の質問にさせていただきますが、宿直者が報告したその、奥

只見ダムが放水しますよと、町長、これは大変だという話も聞いたんですがね、町長は記憶

にないと前におっしゃってましたから、記憶にないんでしょうが、その記憶は一切ないとい

うことで、再確認の意味でしますが、それでよろしいですか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） はい。やはり、記憶としては残ってはおりません。 

◯議長（齋藤邦夫君） ５番、新國秀一君。 

◯５番（新國秀一君） まあ３年も前のことなので、記憶がないこともあろうかと思います。

全て記憶しているのは大変なことだと思いますが、今後、水害があったり、いろんな災害が
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あると思います。先ほど、ダラダラとあちこち、雑駁な話を申しましたが、防災計画そのも

のが、ちょっと、もうちょっとね、しっかりしたものにしていただきたいな、町民の安全を

守っていただきたいなという観点からいろいろ申し上げて私の質問を終わりとします。  

◯議長（齋藤邦夫君） これで、５番、新國秀一君の一般質問は終了いたしました。 

  続いて、６番、小沼信孝君の一般質問を許可します。 

  ６番、小沼信孝君。 

          〔６番 小沼信孝君 登壇〕 

◯６番（小沼信孝君） ６番、通告にしたがいまして質問させていただきます。  

  ２点ほどお願いします。 

  一つ。ユネスコエコパークを今後どう活かすのか。町長は認定前から、学術的見地から広

げていきたいというお考えで、何度かお話されましたが、町民の方々はだいぶ考え方が違っ

ているようで、具体的にどのような取り組みをされていくのか伺いたいと思います。  

  ２点目は、山や川、農地等の土壌の放射性物質測定についてですが、昨年ですが、町長は、

年２回、山や川の放射性物質の土壌検査をして安心で安全な町をアピールしていくと言われ

たが、どのように実施されているのか伺いたいと思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

          〔町長 目黒吉久君 登壇〕 

◯町長（目黒吉久君） ユネスコエコパーク認定を今後どう生かすのかということであります

が、ユネスコエコパークの目的は３つございます。一つは生物多様性の保全。二つ目は持続

可能な発展のための学術的研究支援。そして三つ目は経済と社会の発展でございます。登録

申請までの過程の中で、学術的な知見が必要であることから、二つ目の学術的研究支援が目

立ったものになったと思います。勿論、これからも継続して研究事業を行ってまいりますが、

登録となった現在、三つ目の経済と社会の発展に取り組んでまいりたいと、そのように思っ

ております。ユネスコエコパークの取り組みは、これまで、どちらかというと行政主導で行

ってまいりました。それはスピード感を持って復興していくためでもありました。登録とな

ったこれからは、さらに町民の方々に趣旨を理解していただきながら、同じ目標に向かって

進んでいけるようにしていかなければならないと感じております。また、登録になったこと

は第６次振興計画の目的と理念、つまりこれまでの施策の意味づけに厚みを加えるものと理

解しております。奇をてらうことなく、着実な歩みにしていきたいと思っております。今後
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は特に農林業等の第 1 次産業及び観光産業の振興について、問題を整理し効果が上がるよう

取り組んでまいりたいと思っております。登録決定後、ブナセンターの来館者が増えるなど

の効果が現れております。町としては観光面での受け入れ基盤の整備に取り組んでまいりま

す。魅力ある自然を満喫していただけるよう、浅草岳、会津朝日岳の登山道の整備、只見沢

無料休憩所の改修、青少年旅行村の改修も進めてまいりたいと考えております。 

  次に、山、川、農地等の放射性物質測定についてでありますが、農地等の土壌の放射性物

質測定については、食品について行われている緊急時モニタリング検査とは別に町独自で測

定を行っているものであります。農用地の土壌については平成２４年度から調査を行ってお

ります。平成２４年度は３４地点、平成２５年度には８０地点、平成２６年度には３０地点

を調査しております。調査結果については、いずれも十分に低い数値であり作物に影響を与

えるものではないと考えております。山林の土壌については平成２５年度から調査を行って

おります。平成２５年度は３３地点の調査を行っております。調査結果については県内の他

市町村と比較すると低い数値となっており、周辺の空間放射線量も追加被ばく線量１ミリシ

ーベルトの国の基準の範囲内となっております。調査結果についてはおしらせばん、町のホ

ームページを利用して町内外に周知をしております。今後も放射性物質について安心で安全

な町をアピールしていくために、必要に応じ放射性物質に関する調査を行ってまいりたいと、

そのように考えております。 

  以上です。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） 再質問に入らせていただく前に、今の答弁のところで１点わからない

ところがあったんで、もう一度お伺いします。 

  ユネスコエコパークの取り組みはこれまでどちらかというと行政主導で行ってまいりまし

た。それはスピード感を持って復興していくためでもありました。というのはどういったこ

とでしょうか。もう一度お聞かせ願いたいと思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） つまりはこれまでは登録というものを目標にして、それに適う形を我々

行政のほうが主体になって取り組んできたということでありますし、これまでも説明申し上

げましたとおり、災害以降、町のひとつの大きな課題は二つに絞らせていただきまして、安

全安心なまちづくりと、また持続可能な経済社会の発展を目指すということを復興の目標に
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掲げた中で、只見町の復興に関しましては、只見でもやっぱり地域ブランドを確立していこ

うという中でいろいろ検討いただいた結果、ユネスコエコパークという制度が浮かび上がり、

それをやはり踏襲させていただいて、町の復興に取り組んでいこうと、そういった流れの中

で、取り組みでありましたから、登録ということがまずもっての前提で取り組んできた結果

が先ほど申し上げたとおりの回答と、答弁ということになります。  

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） 再質問させていただきますが、町民の方々からは、ユネスコエコパー

ク登録されたことによって、大勢の観光客が町内に訪れて、外国からも大勢訪れるといった

ような感覚でいらっしゃった方も大勢いらっしゃいます。まずあの、何度もこの質問の際に、

町長は学術的研究の見地から、それから教育的な見地から、進めていきたいという話をされ

ていましたが、やはりその、今回、観光的な整備をしていくというお答えで非常に良かった

なと思っております。で、まず、具体的に聞いてみたいのが、まずユネスコエコパーク登録

の町只見という言葉を、例えば町内で売ってる産品、というかお土産物に、使っていいのか

どうかということをまず１点お伺いしたいと思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） その前に、資料の配付… 

◯議長（齋藤邦夫君） はい、許可します。 

          〔資料配付〕 

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） 大変貴重な時間、申し訳ございません。 

  今、配付させていただきましたのは、一枚目、A４がブナセンターの入館者数の調べでご

ざいまして、すでに昨年一年間の７割ほどの入館者がございますので、非常に上半期、大勢

の人が入館していただいていると。お盆期間中は一日に１００人以上入られた日もございま

した。そういった表でございます。それから A３版のものが２枚ございまして、最初が平成

２５年度のユネスコエコパークの関連事業ということで、事業名から右側にありまして、ど

んなことを実施したかということを簡単にまとめたものでございます。そして、一番最後が

同じく２６年度のユネスコエコパーク関連事業の事業名が左側にありまして、９月時点の進

捗状況を右側にまとめたということでありますので、お時間のあるときにお目通しいただき

たいと思います。そのうえで今ほど議員からご質問いただいたユネスコエコパークと名称に
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つきましては、非常に文部科学省並びにＭＡＢの国内委員会の方から言われておりますのが、

商業目的は簡単に言いますと、基本ダメだという言い方をされております。あとは個別具体

的に判断していくということになります。それにつきましては、商工会のほうからもいろい

ろなご意見は承っております。ユネスコエコパークを、わかりやすく言えばビジネスチャン

スだというふうに捉えているのに、そのネーミングをそのまま使えないんであれば、少なく

てもその商業ベースでは、どんな、メリットが生まれないんじゃないかとか、簡単に言えば。

そういった話はいただいておりますので、その趣旨は十分わかりますので、その辺はという

方、非常に曖昧な言い方になってきますが、その表記につきましては、十分検討のうえに、

商品を全部、もう手配してしまったなんていうことであると非常にご迷惑をおかけしますの

で、一部そのような話も耳には入ってますが、そこら辺は十分、表記についていろいろ協議

を重ねていただいて、このような表記であればクリアできるんではないかという、非常に個

別具体的な話で、端的な、ご質問に対して端的にお答えすることできなくて心苦しく思って

おりますが、具体的にその辺は協議の中でうまくクリアできるような方法を一緒になって考

えていきたいと考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） ユネスコエコパークの登録の町只見という、例えば標語があったとし

て、例えばそれがまあその、ユネスコで、なり MAB のほうで、ユネスコという言葉を使っ

てもらっては困るという話が例えば出たとすれば、世界遺産というのもユネスコで認証して

いるわけですが、世界遺産登録の町という言葉を、まんじゅうなり、せんべいなりに使って

お土産を売っている場所があります。世界遺産がよくてユネスコエコパークがだめというこ

とは、やはりそういったことを使いたいという人にしてみれば、おかしいんじゃないかとい

うのは、これ当たり前のことなんで、その辺をやはり、商工会を通じてでいいと思うんで、

なるべく早目に、こういうのはだめですよ、こういうのはいいですよというのを、線引きを

したものを出していただきたいと思います。 

  それからあの、今、資料を配られて、２６年度の関連事業というの、あるようですが、ユ

ネスコエコパーク登録になりまして、しばらく経ったら、町に、青いもも太郎旗が、ユネス

コエコパーク登録という青い旗が、何点か。あれは町で作られたんですか。  

◯議長（齋藤邦夫君） 観光商工課長。 

◯観光商工課長（渡部公三君） そのエコパーク登録の幟旗につきましては、観光まちづくり
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協会のほうで、この地域を紹介する町の、町内外に登録を紹介するために作成したものでご

ざいますので、商業目的といったことでは、特にございません。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） 今、観光まちづくり協会で商標目的でないということ。それは当然わ

かりますが、どうせ作るのであれば、ユネスコエコパーク登録でなくて、ユネスコエコパー

ク登録の町と。で、この後聞こうかと思ったんですが、ついでに聞きますが、例えばその、

只見町町内に入ってきて、只見町ユネスコエコパークの町というのが、まったくまあ、その

青い旗の登録ということと、横断幕道路にあるの、それから振興センターにある横断幕以外

ない。今後、看板等、入る道路が３箇所、六十里、それから金山側、それから南郷側とある

わけですが、そういった場所に、南郷から入ってくるところに水の郷只見という看板があり

ますが、そういったものを取り付けられる考えはございますでしょうか。  

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） 議員おっしゃるような考え方は持っております。で、南郷か

ら入ってくるところと金山から入ってくるところ、２箇所を考えてまして。今のところは。

そして、文字でなくてロゴマークを現在作成中でございますので、言葉でやるんであればす

ぐできますけど、非常に、そういったロゴマークを作って、入ってこられる方にアピールし

ていきたいというふうに思ってます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） まあ、考えはわかったような、わかんないような話ですが、なるべく、

誰が見てもわかるような案内看板にしていただきたいと思いますが。  

  この答弁書の中で、何点かお聞きしたいことがありますが、特に、今後は特に農林業等の

第１次産業及び観光産業の振興について、問題を整理しという、効果が上がるように取り組

んでまいりたいということですが、具体的にこの問題とはどういったことが挙げられるのか

お聞きしたいと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） 今回はあの、まあ、議員のご質問にありましたように、町長

が学術的な見地から広げていきたいと。町民との考えでだいぶ開きがあるんでないかという

ことが一番最初のご質問でありまして、まあ、そうは言われましても、学術的なものが基本

になければユネスコエコパークの認定に至らないわけです。そのことは議員、十分おわかり



- 77 - 

 

のうえでのご質問だと。ですからそれは大事にして、引き続き繋げていくということを一つ。

そのうえでやっぱり、先ほどらい、おっしゃっている、やっぱり地域の経済というか、商業

的な部分につきましては、ユネスコエコパークの、その商品に名称を使う、うんぬんの話も

ありました。そこはやっぱり、観光商工課と一体となって、また、先ほど道の駅のご質問も

ありましたが、農林振興課、もっと言えば全部になってしまいますけども、そういったとこ

ろと有機的な連携を図ってやっていかないと、具体的な動きに繋がっていかないと。それが

やっぱり、いろんな意味での、エコパークが登録になったけど、何がどういうふうに変わっ

たのか、さっぱりわからないと。端的に言えば。そういった、こう、残念といいますか、そ

ういった声が生まれてくる背景なのかなというふうに思いますので、その辺はこの後、観光

商工課のほうで現在考えていることもございますし、その辺は担当課長のほうからちょっと

お願いします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 観光商工課長。 

◯観光商工課長（渡部公三君） それでは、観光商工面での問題の整理というところでありま

すが、これあの、町長答弁の中にもありましたように、失礼しました、質問の中にもありま

したように、町民との考えが大きく違うんではないかというところでありますが、やはりあ

の、学術調査というものが、きちっとそれが調査・研究されて、これが公に出せるというこ

とは、いわゆるそれは価値付に繋がるものですので、それをいかにその観光素材として使用

していくか、使っていくか、ということかな。それがまああの、その学術調査の結果を様々

なツアー商品であったり、それから教育旅行であったり、そういったところで活用していく。

観光商品の造成。そういったところによって町民にも理解をしていただけるものかなという

ふうに考えておるところでございます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） 今、観光商品としてということで、いろいろお話がありましたが、例

えばこの関連事業の中で、学術的に調査をされた方に補助金を出して、いろいろ調べられて、

今、課長がおっしゃられたように、それをまあ、旅行会社なり、という話でしたが、実際そ

のユネスコエコパークというのは、やはり、住民がその内容をよくわかって、そして、その、

今まで山や川に行ってた。そこで取り組んできたことを認められているわけですから、町民

がわからないことで旅行会社がわかっても、これは仕方がないことだと思うんですが、例え

ばその学術的に調べられて、ひめさゆりが、日本一の群生地が只見にあるという、ただこれ
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あの、たぶん去年だか、地区センターで、説明というか発表があったと思うんですが、何人

の方が行かれたかわかりませんが、当然その、我々、私だけかもしれませんが、南郷にある

ひめさゆりの群生地が日本一だと思ってました。ところが、調べたら只見のほうが多いとい

う、ただそれを知らない人が大勢いるという、町民が知らないという人が大勢いるわけです

から、そういったことではやはり、この取り組みの中で、なんかが間違っているというか、

落ちているんではないかと思うんです。町民に対する周知だったり。やはりその町民が知ら

ない。町民がよそから来た人に説明、聞かれても説明できないというところにやっぱり問題

があると思うんで、やはりその、教育委員会で作られた只見学という中にもいろいろ出て、

自然ということで出てきますが、よそから来た人に町民が説明できる、ガイドができるのは、

これ当たり前のことです。ですからあの、これは、まあ笑い話のような話ですが、交番にユ

ネスコエコパークってどこですかと聞かれたそうです。で、交番では、観光協会に行って聞

いてくださいと。やっぱり、町民の意識、町民というか、よそから来る人の意識としては、

その程度なのかなと。例えばそういったときに、町民の人に聞かれたときに、観光協会に行

ってくださいということですますと、私よりもご存じだと思いますが、自然遺産というのは、

何か目的があって来るというよりも、自然そのものですから、文化遺産の場合は見るものが

あって来るから、例えば白神山地の場合は、旅行先として世界遺産だから行くということで

旅行を決めるんじゃなくて、それに付随したものがあるからということ。ただあの、京都だ

とか、それから日光もそうですが、文化遺産の場合は、もう建築物を見るために来るという

ことで、大幅にその旅行を決める時の決定的な要素になるわけですから、特にその、世界遺

産でない、世界遺産に匹敵するという言葉でやってますが、ユネスコエコパークの場合、ユ

ネスコエコパークってどこにあるんですかという程度の認識が、これは国民というか、世界

もそうかもしれないですけど、当然わかってないことだと思います。ですからやはり、町民、

まず町民がユネスコエコパークというのは何だかということをわからせる努力をもっとする

べきでないかと思いますが、その辺どうお考えでしょうか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） 本当にあの、率直なお話をいただいたというふうに思ってい

ます。そういった声が、私の耳にもいろんな形で届いているということも正直ございます。

やっぱり大きく、こう、考え方をもう一度、皆さんで確認、我々も含めて確認していかなけ

ればいけないなと思うのは、ユネスコエコパークっていうのは、今まで、自分の親たち、も
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っと遡れば、いろんな、先祖代々やってきた取り組みが評価されたという言い方をよくして

います。それを評価して、それを持続的に繋いでいくんだと。それはほとんどの人が、それ

は至極もっともだと。それはそうだろうという話になります。ただ、今、議員おっしゃって

いるのは、それは十分わかりつつも、どうやってこういう地域の経済、地域の持続的な運営

をしていくんだ。地域経営をしていくんだと。その青写真なり、その方向性をしっかりこう、

示してほしいということなのかなというふうに受け止めております。そういったことから、

学術的なものは、さっき、観光商工課長からも話ありましたが、バックボーンでありますの

で、それはきちんとやっていく。そのうえで、ひめさゆりについても、実は私も、恥ずかし

ながら、高清水、南郷だろうなと思ってましたが、自生地としては日本一だと。それを恥ず

かしながら学術調査をされた方々に教えていただいたということですから、ブナセンターで

も講師になって、そのゆり平を案内した、ちょっとしたことやりましたが、たしかにそんな

に、何十人もではなくて、十数人、せいぜい２０人弱でございました。そういったものをも

っと広げていって、ユネスコエコパーク全体ですが、ビューポイントといいますが、具体的

にこことこことここというのにポイントを絞って、そこを整備していく。そこを観光資源に

していく。そこに行く足はどうするのか。せっかく来てもらったんだから、そこだけで一日

時間過ごすボリュームがあるのか。その後、例えば田子倉ダムの遊覧船とか、いろんなとこ

ろを見てもらう。何を食べてもらうかということで、できれば泊まってもらうという仕組み

づくりをこれからしていく必要があるんだろうというふうに思っています。ですから、ユネ

スコエコパークは、そういったことを気づかせていただいた、自然の価値、何もないところ

だと、雪はいっぱい降るけども、山深くて何もないところだということを正直、ちっちゃい

ときから、非常に今そんなことを言うと怒られるかもしれませんが、思いながらきましたけ

ど、いや、そうじゃないという、世界的に認められたわけですから、それをもう一回見直し

て、そこを磨きをかけて、具体的なもの、そして、その必要な、例えばお土産につきまして

も、どんなお土産が必要かと。なるべく地元の産品のほうがいい。食べるものにしても地元

の産品のほうがいいと。ただ先ほど９番議員の一般質問もありましたが、じゃあ何を、どれ

ぐらい、誰々さんに作ってもらうか。ということであれば、それが結果、６次化に結びつい

たり、いろんなことにこう、拡大していくんだろうなと思いまして、それはたぶん、皆さん、

おおよそ同じことだと思います。ただ、その、具体的な動きがなかなか現段階で出ていない

ということに対しての、いろんな思いがあるのかなというふうに思ってますので、そこら辺
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は十分承知しておるつもりでありますので、その辺は観光商工課、農林振興課、またあの、

町長を先頭といたしまして、商工会、いろんなところの、議員の皆様、勿論でありますが、

いろんな広く、その辺の知見を集めて、具体的な行動に結びつけて、こういったことをやり

ますということを一日も早く皆さんにお示しできるような、そういったことを構築していき

たいなというふうに思っております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） まあ、おっしゃることはわかりますが、すでにもう登録されて、スタ

ートしているわけです。それでまあ、町内に来られた方、ユネスコエコパークがどこですか

ということはまあ、論外としても、只見のブナ林に散策に行ってみたいと。ただ、恵みの森

だったり、癒しの森の場合は、なかなか、サンダル履きで行くっていう方がちょっとおかし

いかもしれないですけど、やはり簡単に行けない。そういった場所を整備されるということ

でしたが、現在、整備されているのであれば、場所と数を教えていただきたいと思います。 

それから、当然、ガイドという話、出てくると思いますが、ガイドは現在、何名ほどいら

っしゃるのか。その辺も一緒にお願いしたいと思います。  

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） 進捗状況、９月時点の進捗状況というのを見ていただきたい

と思います。２番目、只見観察の森というのがございまして、上から２番目ですか、ここに

つきましては、まあ課題としてはまだ残っておりますけども、下福井・楢戸・梁取がブナ林

ということをメインにして、あとユビソヤナギで肘折・杉沢。ブナ・あがりこで蒲生という

ことを、ブナセンター中心としてやっておりますけど、これはあの、常任委員会の中でもい

ろいろご質問いただいておりまして、これが完全に手放しでという状況ではありませんが、

現在こういった状況になっております。 

それからあの、指導員といいますか、ガイドにつきましても、これはどこでしたっけ、２

５年度 

          〔「１０番じゃなくて」と呼ぶ者あり〕 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） １０番。 

◯６番（小沼信孝君） １０番の自然案内人育成事業というところではなくて。  

◯総合政策課長（渡部勇夫君） これは、その前に、前の年やってますのが、２５年度の１番

で、森林の分校ふざわで、町内から１０人、町外から２１人の、こういった事業を実施して
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います。そのうえで、そのうえで現在、町内でその自然観察指導員を含めて、町の公認ガイ

ドがその時に参加したのが５名という状況になってます。  

◯６番（小沼信孝君） 現在５名ということですか。公認ガイドは。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） 自然保護協会主催の自然観察指導員講習会に参加していただ

いたのが５人ということです。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） まあ、２６年度の９月時点ということで、今この２番目に、自然観察

の森整備済みブナ林、下福井・楢戸・梁取とありますが、これはあの、ガイドが付かないと

入れない場所ですか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） はい。現在はそのような取り扱いをさせていただいています。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） この歩道整備、看板、標柱設置ということになってますが、実際、道

路から、国道から見ても、どこに観察の森があるのか、まったくわからない状況ですが、ガ

イドが付いて歩くんであれば、わからなくても当然なのかなと。今後その、やはり、ガイド、

いくらの料金を払って、何時間でということがあると思うんですが、そういったことで、例

えばガイドがなくて、よそから来た人が手軽に入れる場所というのを整備されるお考えはあ

るかどうか、ちょっとお伺いします。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） 実は今、もう１地点、今、現在交渉してますけど、やっぱり

そういった中で心配の声があがっているのは、職員なり、ガイドが付いてくるんだったらい

いけども、その見張っている、言葉悪いですね、付いているわけにはいかないんで、それよ

りももっと奥とか、もっと別のところに入ってしまわないかとか、ごみを捨てて帰ったりは

しないだろうかという、そういった不安もあります。ですから、そこら辺今話しているのは

やっぱり、職員なりガイドの人が付いていくんだったらいいだろうという話がありました。

やっぱり、そこら辺のところが、地区によってもいろんな、今までの状況含めて均一ではあ

りませんので、その辺のところは信頼といいますか、ご理解といいますか、そういったこと

が、いだたいたり、信頼をいただけるということになれば、それは将来的にはガイドが付か

なくても、マナー良く見ていただいて、近くで堪能、満喫していただけるということになり
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ますので、そういったことは望ましいのかなと思ってますが、現時点ではそのようなお話が

ございます。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） やなりこういったその、自然の中に来るお客さんで、マナーというこ

と、当然あろうかと思いますが、隣の新潟県の十日町に松代というところがあって、そこに

美人林というブナ林があります。９０年ほどの二次林ですが、私、数年前に行ったときにあ

ったのが、トイレと直売所、小さい直売所がありました。最近行った時に、駐車場の隣に軽

食ができる場所までできるほど、それで平日でしたが、大型観光バスが来る。でも誰もそこ

にいるわけでないんです。勝手に入って、勝手に見て出てくるだけなんですが、やはりああ

いった場所に来て、場所がちゃんと整備されていれば、ごみも捨てていかないし、というこ

となんで、やはりそういった整備をされるべきでないのかなと思うんですが、まあここで、

何箇所かまあ、整備され、６箇所ですか、観察の森が整備されているようですが、この入込

数、観光入込数ですが、ブナセンターはたしかに去年よりも多く人も入っているようですが、

例えばその、世界遺産に登録された知床、登録時はたしかに人は増えました。知床の場合は

年間１６０万人ほど入る場所ですから、増えてもそう影響はなかったのかもしれないんです

が、数年経ったら知床は入込が減りました。何故だかわかりますか。課長。まあ、時間がな

いんで。やはり、ルートが少ないという、見るところが少ない、見られるところが決まって

いるという。ただ自然遺産ですから、世界遺産ですから、入る場所も限定されるし、これは

ユネスコエコパークの認定されたところとはまた違う意味合いがありますから、当然のこと

なんでしょうが、やはり、先ほども言いましたように、自然を見るためにしか、来る、目的

で来るわけですから、それがガイドがないと入れない。ただ、入るのに看板もない。まあ、

そういったことでは、やはり、本当にまあ、当初は人が大勢来るかもしれないんですが、２

年・３年経っていった後に、来る人が少なくなってきて、整備はしたけど荒れ放題みたいの

ことにならないようにしていただきたいと思いますが。で、１点。この整備された場所で、

私あの、何箇所も行ってないですが、下福井の観察の森ですか。ここ、まああの、ブナセン

ターで立てた表札が立ってましたが、よそのお墓の隣を通って入っていく場所。そんなとこ

ろに入り口があります。でまあ、その後、その下流というか、下にもう一つ、表札を立てら

れていたようですが、やはり、その駐車場なり、看板は、もう少し、いくらガイドが付いて

入らなくてはならない場所でも、対応されるべきではないかと思いますが、その辺どうお考
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えですか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 総合政策課長。 

◯総合政策課長（渡部勇夫君） 十日町の美人林については、シンポジウムにも来ていただい

て、そういったお話も聞かせていただきました。やはり出席者の中からはやっぱりあの、羨

ましいといいますか、非常にこう、名前もそうですが、インパクトがあるものですから、非

常にこう、只見町もそんなふうになれたらいいなという声が、参加者の中からそういった声

があったということも記憶しています。で、現在、さっきも申し上げましたが、今回はエコ

パーク、主にブナセンターを中心として学術的な面から、ブナとか、ユビソヤナギとか、あ

がりことか、そういう価値があるところをまあ、あがりこについては特に蒲生集落の方が力

を合わせて自主的にやっていただいた、県のサポート事業等受けてということ、ちょっと成

り立ちが若干は違いますが、いずれ思いとしては同じなのかなと思いますが、そういったと

ころがあります。今はそこに留まっていると。あと、ですので、やっぱりそれをさっき申し

ましたように、やっぱり観光商工課、観光まちづくり協会、もっといろんな団体、勿論、商

工会とか、いろんな地区の集落の方も当然でありますが、そこら辺含めて、もう少し、こう、

こういう言い方がこう、今の時代に合っているんじゃないのかなと思ってますが、もう少し

ビジネスとして捉えていくような取り組みをしていかないと、学術な価値を認めて、ここに

標柱を立てましたというところで止まってますけども、やっぱりそれはそのとおりなんだけ

ど、もう少し、人に足運んでもらう。そして経済的な地域に、経済的な貢献もしてもらおう

と思えば、どういった佇まいだって、どういった色の標柱をどこに立てるか。標柱だけでい

いのか。看板はなくていいのかとか、ベンチはとか、いろんなたぶん、アイディアとかそう

いった声が出てくると思います。やっぱりそこら辺を含めたものをこれからやっていかない

とだめだろうということの趣旨を再三おっしゃっていただいていると思いますので、これを

一担当課だけでできるものだとは到底思ってませんので、そこら辺のことをトータルとして、

特に、一番近いところは観光商工課になりますけど、観光まちづくり協会含めて、そういっ

たビジネスとしての旅行商品といいますか、滞在できるような商品づくり、ビジネス化とい

うことが急がれているというふうに思っていますので、ユネスコエコパークに限定でなくて、

そういった、さらにそこから発展させた形をとるべきだろうなというふうに私自身も思って

おります。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 
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◯６番（小沼信孝君） 次の質問もありますので、もう１点だけお伺いして、この質問は終わ

りたいと思いますが、この答弁書の中に、浅草岳、会津朝日岳の登山道の整備、只見沢無料

休憩所の改修と書いてありますが、本年度、浅草の山開きの際、本来であればユネスコエコ

パーク登録されて、大勢の人がいらっしゃるものだと思ってましたが、少なくなった原因と

は何だとお考えでしょうか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 観光商工課長。 

◯観光商工課長（渡部公三君） 今年度の浅草岳の山開き来場者３００名という公式での入山

者であります。昨年よりもそれは落ちてございます。やはりあの、一番の要因は天候だった

んではないかなと。やはりユネスコエコパークという、そういった宣伝というところもあっ

たんですが、やはり直前になって、天候の状況によって、やはりとりやめられた方もいらっ

しゃるのかなというふうに考えております。様々な要因はあると思いますが、その後も浅草

岳の登山者数というのは好調に推移しておりますし、併せてあの、登山道の整備も今年実施

しようというようなことで今計画を進めておりますので、より多くの方に安全に来ていただ

けるような、そんな整備を進めていきたいというふうに考えております。  

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） では二つ目の質問に移らせていただきます。 

  昨年あの、一般質問の際に、放射性物質の土壌検査をしていただきたいということで、町

長答弁で年２回ほどやっていきたいというお答えで、非常に良かったなと思ったんですが、

これ、まあ、答弁見ますと、２５年度は３３地点行っておるということですが、今年度はど

うされたんでしょうか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） 山林の土壌調査につきましては、昨年度も秋口に実施して

おりますけれども、それについては今後実施したいと考えております。  

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） たぶん今年もその、農地の調査結果が作付け後に発表されたと思うん

ですが、やはりその、農家の方だったり、山菜を採ったり、きのこを採ったりする方にして

みれば、シーズンの前にどういう状況なのか知りたいから、こういうことをお願いしたいと

いうことで町長にお願いしてまあ、町費でやってもらっているわけですが、作付け後に土壌

の調査結果が発表されても、これは、まあ、たしかにここに書かれているように、只見町は
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県内でも低い数値ですから、大丈夫だと思いますが、不安の方もいらっしゃるんでないかな

と思うんですが、その辺あの、もう少し、耕作前、それから山菜のシーズン前、きのこの出

るシーズンに前に、きのこに関しては規制がかかってますから、採って販売するということ

にはなかなかならないと思いますが、その辺どうでしょう。  

◯議長（齋藤邦夫君） 農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） 農地のほうの土壌調査の結果のお知らせにつきましては、

今おっしゃったとおりですね、調査結果につきましては５月末にはまとまったわけでござい

ますけれども、そのお知らせにつきましては、大変恐縮ではありましたが、８月になってお

しらせばんのほうに掲載させていただきました。これについてはですね、おっしゃるとおり、

皆さんのですね、結果については勿論、低い値ではあるんですが、町民の皆さんの安心安全、

していただくためにですね、調査結果、まとまりましたならば、すぐに公表できるようにし

てまいりたいと思っております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） 農地に関しては、是非とも来年度からはそうしていただきたいと思い

ます。山、川等の数値もたぶん低いことは低いと思うんですが、実際、春先になって、今年

もこしあぶら等で非常に高い数値、基準値を超えるようなことはなかったようですが、出ま

した。だから、きのこについても、いくら空中放射線量が低くても、種類によっては基準値

を超える、魚類に対しても同じことが言えるわけですが、やはりその、低くて安心だからと

いうことでなくて、やっていかないと、今後も続けていかないとだめだと思うんですが、そ

の辺、今後も続けられるのかどうか、まずお伺いしたいと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） 放射性物質の検査についてでございますけれども、現在あ

の、町のほうで行っている放射性物質検査につきましては土壌の調査をやっております。土

壌につきましては放射性のセシウムが残留してそこに留まるという性質がございますので、

定点観測なり、あるいはその調査時点で、その調査の結果ですね、高いというところがわか

りましたならば、そこを中心にですね、さらに詳しく調査をするというような形で農用地に

ついては実施させていただいております。これについてはあの、細かい地点を特定しての調

査というのはですね、今のところ町でしか行っておりませんので、これについては継続して

行っていく必要があると考えております。あと山林土壌につきましては、これもまあ、継続
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して実施していきたいというふうに考えておりますけれども、今おっしゃいました山菜やで

すね、きのことの関係ということにつきましては、特にあの、きのこにつきましては昨年度

らい、出荷制限がかかっているというような状況でございますので、今年からですね、その

出荷制限の解除に向けましたモニタリング開始する予定でございます。それと併せましてで

すね、その中で、採取地の土壌検査も必要になってまいりますので、それに併せてですね、

土壌の調査、単独でやっております山林の土壌調査と併せまして継続してまいりたいという

ふうに考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） 今、話の中で規制解除という話が出てきましたので、前回、一般質問

の際に、規制解除に向けて当局はどういうふうに対応されるのかということを聞いたら、関

係団体と協議をして進めていきたいということでしたが、その関係団体と協議をされて規制

解除に向けて取り組みをされているのかどうか、まずお聞きしたいと思います。 

◯議長（齋藤邦夫君） 農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） 前回の議会の時に関係団体と協議させていただきたいとい

うふうに申し上げました。ウグイの規制解除の関係であるかと思います。それにつきまして

は、隣接の町村なりと状況のほうの確認はさせていただいております。それでまあ、ウグイ

の規制解除に対するモニタリングにつきましては、前回も申し上げたところでございますけ

れども、関係漁協さんと県のほうが中心となってやっていただくという部分でございますの

で、町としてですね、そのところの対応をですね、できることがあるんであれば対応させて

いただきたいというふうに考えておりますけれども、やはりあの、魚のこと、専門性も高い

というところもございますので、それにつきましてはですね、特に町内の漁協さんなりと必

要がある場合についてはお話をさせていただいてですね、できることがあれば対応をしてい

きたいというふうに考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） 今の話だと、漁協のほうから町に何かお願いをしないとやっていただ

けないというようにとったんですが、そういうことで、そういう捉え方でよろしいんでしょ

うか。 

◯議長（齋藤邦夫君） 農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） 魚の規制につきましては、一般のその農作物と１点違う点
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がございまして、出荷規制の命令というのがですね、農産物に関しましては、野生きのこも

そうなんですけれども、町に対して県から行われているという部分がございます。魚につき

ましては、県から、まあその、出荷自粛ということで命令が出ているわけでございますけれ

ども、それにつきましては関係団体、漁協さんだと思われますけれども、そちらに対して行

われているということでございまして、その部分につきましては、やはりあの、県と漁協さ

んの協力をいただきながらやっていくという部分がございますので、町のほうで対応できる

部分、それがありましたらば対応させていただきたいというふうに考えております。  

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝。 

◯６番（小沼信孝君） いくら言っても同じ答えだと思うんで、質問を変えますが、今出た野

生のきのこ、２・３日前ですが、年寄りの方でなくて、私らと同じ程度の方に、きのこは採

っていいのかといった話を聞かれました。やはり町民の方、年寄りといっては失礼ですが、

情報の入らない方がそう言われるならわかりますが、普通にバリバリやっておられる方が、

きのこ採っていいのかどうかということを今、規制になって一年も経った時点で話される。

それから野生鳥獣に関しても話が出ます。熊、そのほかの話も、捕って食っていいのかとい

う話出ますが、やはり躊躇していると思うんですが、その辺をやはり、もう少し親切に周知

をして、只見の場合、それほど高い数値でないんで、きのこ採って、自分で食べる分にはい

いんじゃないですかという話をしましたが、それだけやっぱり認識が薄いということじゃな

いかなと思って感じたんですが、その辺どうお考えでしょう。 

◯議長（齋藤邦夫君） 暫時、時間の延長をいたします。 

  農林振興課長。 

◯農林振興課長（二階堂一広君） 規制解除の周知の件でございますけれども、野生きのこに

つきましては昨年、規制がかかった時点でおしらせばん等で周知をさせていただいたところ

でございます。それでまあ、その規制につきましては、継続をしているわけでございますが、

そろそろ、秋口のきのこのシーズンということもありますので、それについてはですね、改

めまして、またおしらせばん等で周知をさせていただきたいというふうに考えてはおりまし

た。周知の仕方が足りないんではないかというところについてはですね、非常に反省する点

もございますので、町内向けについてはまずおしらせばんかというふうに考えておりますが、

そのような機会をとらえてですね、周知のほうは図ってまいりたいというふうに考えており

ます。あと野生の鳥獣につきましても同様の状況でございまして、今規制がかかっているの
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は、そのまあ、出荷制限という形になっているわけでございますけれども、その制限の内容、

あと摂取につきましては、正式にはですね、規制はかかっていないということになっており

ますけれども、一応まあ、町も含めてのお願いとして、野生きのこを含めてですね、なるべ

くその摂取のほうは避けていただきたいというお願いは、昨年、野生きのこの制限がかかっ

た段階からお願いしているところでありますので、その内容につきましても、改めまして周

知を図っていきたいというふうに考えております。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） 規制の周知に関しては、県も３年経って、非常にその、アバウトのよ

うな説明になってきております。採取禁止、出荷制限というその括りを一括りにして発表し

たりするような状況になってますので、町だけでも親切な対応をしていただきたいと思いま

す。 

  これは町長にお願いなんですが、是非とも、先ほど言ったように、今後ともその放射性物

質の検査、土壌検査等をしていただきたいと思うのは、３年も経って今さらかという話です

が、実際、現在も暫定基準値を超えるものが採れるし、それから、第一原発の１号機の建屋

の覆いを取ったらどの程度飛散するのかということが心配になっているような状況で、これ

から場所によっては数値が高くなる可能性があるわけですから、今後とも継続して調査をし

ていただきたいと思いますが、町長にお願いなんですが、いかがでしょう。 

◯議長（齋藤邦夫君） 町長。 

◯町長（目黒吉久君） まだあの、完全に、いろんな危惧されるものが払しょくされたわけで

ございませんし、風評被害等々もまだ完ぺきに払しょくされておりませんので、引き続きそ

れは継続してやるべきことはやっていくと。ただあの、ここまできて、全体的にはやっぱり、

今ちょっとアバウトになり気味だというのは、我々も勿論、生活感覚の中でそうなっておる

わけですが、今後、今、課題はやっぱり、ウグイだったり、いろんな規制かかっているもの

に対して、今あの、３年半経って、そろそろ段々と、セシウムも減少している傾向の中で、

この規制解除を、どう包括的なことができるかは、今、農林課長言いましたし、漁協でいろ

いろお骨折りはされているんだろうと思いますけれども、それが只見町の漁協や、只見町、

一団体、一漁協といった形の中の取り組みだけではなかなか難しいというお話として私は理

解しておりますので、そういったことはやはりもう、時期的にはもう、本当にもう、ウグイ

にしても、規制解除をやっぱりやっていく、やって、なんとかそうなりたいなというのは私
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も同じ思いますから、それに向けたやっぱり協議はさせていただければなというふうに思っ

ております。当然、まだまだ、山菜、きのこ等は、ものによっては基準値上回るものもある

わけですから、引き続きの努力はしていくことだろうと思います。  

  それからあと、縷々、観光関係じゃなくて、エコパーク関係でもご質問いただきましたが、

一方ではやっぱり、今、町民の方々も、我々も、このエコパークを契機として、地元の観光

交流がさらなる発展を期待する。その期待する中においての、農産物であったり、いろんな

商品開発であったり、特産品というものは、今も少しずつ始まっておりますけれども、一方

では大きく考えれば、いわゆる地域の社会と経済の発展というのは、いつもこのエコパーク

の中で言われてきたのは、地域資源を活用しながら、それに根拠を拠り所としながら、どう

いう地域経済をつくっていくかといった時に、やはり資源て何だと言われた時には、やはり、

山の資源であり、農地という資源であり、川という資源だろうというふうに思うんです。そ

ういったところが、今なかなか、高齢化の流れの中で、そこの活用等々も非常に縮小してき

ている課題を我々は十分受け止めながら、その課題にどう今後、行政として対処していかな

きゃいけないのかという大きな観点からも取り組んでいかなきゃいけないと。いろいろと議

員も本も読まれたかと思いますけれども、里山資本主義という本が発行されて、藻谷先生で

すけども、だいぶ脚光を浴びております。これは今の政府の経済成長論、アベノミクスと一

つ地方が生きる戦略としての地域資源の活用と地域経済の循環をどうつくりあげていくかと

いうことに視点を置いた説であるわけですが、私達只見町は、やはりエコパークというもの

を機にして、そういった機転を持った、やはり地域振興なり、経済活動というものを、十分

しっかりと、基礎から含めたものを、また改めて見直して、大きな観点から、トータル的な

観点から、しっかりと見つめ直していきたいなと。こういった森林の山の、本当にモデル林

の育成もそうですけれども、そういった中で、きれいな森が築き上げていかれる。その派生

として出てくるものがバイオマスとして利用されていく。そういったものを気遣い、意識し

ながら、地域づくりをつくっていっている只見町の町民なんだという、人なんだという、い

わゆる、只見町の町民憲章に掲げられたような文言を、本当にそれぞれ一人一人が意識しな

がら、それぞれの農林業であったり、こういった地域資源に関わったものを活用していく姿

の中から、多くの方々はたぶん、また只見という地域を見直し、評価されて、そして単なる

観光交流の人口増大ばかりじゃなくて、そういう取り組みを通し、結果はそこに定住、移住

という効果に一番最終目的をもっていきたい。そういったことを含めると、教育も今、山村
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留学で高校対策しておりますけれども、やはり小・中学校ということに対して、エコパーク

を目指すこの只見町が、こういった含めて、都市部の方々にとっても、小・中・高の子供を

持つ親に対しても、また只見町というのが教育の場として、またそういった流れの中で見直

していただけるような、トータル的な発信というものの、発信の仕方というものが、商品の、

先ほどのロゴマークの話もありましたが、只見町という全体的な姿を、取り組みを、人の生

き方、価値観を、やっぱりうまく訴える、PR していきながら、只見町が注目を浴びて、定

住といったような形の中で繋がっていければというふうに私は思っております。  

  以上です。 

◯議長（齋藤邦夫君） ６番、小沼信孝君。 

◯６番（小沼信孝君） 全てまあ、今言ったことは、放射能の問題もエコパークと関係するこ

とですし、町長の今おっしゃられたこと、もっともだと思いますので、今後ともよろしくお

願いします。 

  以上で終わります。 

◯議長（齋藤邦夫君） これで、６番、小沼信孝君の一般質問は終了いたしました。 

  上着の着用をお願いいたします。 

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎散会の宣告 

◯議長（齋藤邦夫君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  どうもご苦労様でした。 

（午後５時０７分） 

 


